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開議 午前１０時００分

－－－－－－－○－－－－－－－

○議長（酒見 喬君） 起立。礼。おはようございます。

ただいまから、本日の会議を行います。

－－－－－－－○－－－－－－－

日程第１ 一般質問

○議長（酒見 喬君） 議事日程はお手元に配付のとおりです。

日程第１、一般質問を行います。

発言の通告があっていますので、順次質問を許します。

５番議員の質問を許します。５番議員。

○５番議員（境田敏高君） おはようございます。５番議員の境田です。

まずは町長、ご就任おめでとうございます。初めての定例議会です。心境はいか

がでしょうか。町長は職員として町行政に長く携わっておられました。特にまちづ

くり推進課の課長として、一生懸命住民の方々のためにやっておられた姿を思えば、

心配ないと思っております。町長に託してよかったなと言われるように信念を持っ

てやってください。

それでは質問に入ります。今回は、町長の施策の乗合タクシー制度の創設と定住

対策についてです。

町長は、心から住んでよかったと思える町の実現のために、生み、育てやすい環

境の整備、住む場所と働く場所の確保、高齢者や障害がある方も安心して暮らせる

環境の整備の大きな３本の柱からなる１５の施策を上げておられます。地域住民の

意見を反映できるような行政運営、町の主要産業であります農業への新規就農など、

どれも大切な施策です。

私は、この住みやすいふるさとづくりに賛同しております。町長、この施策はぜ

ひ、やってもらいたいです。議会は、行政のチェック機関です。是は是、非は非と

して対処していきますが、期待しています。

町長のきのうの所信表明とマニフェストを、私なりに大きくくくってみますと、

住民サービス施策と町の産業施策とに分かれているように思います。

そこで、住民サービス施策の一つに、住んでよかったプロジェクト推進事業の政

策が上げられております。また、子育て用品の無料貸出制度や乗合タクシー制度の

創設など、子育て支援策及び高齢者支援策のさらなる充実を図るとともに、移住・

定住を推進しますとあります。私も乗合タクシーについては同じスローガンを挙げ

ております。微力ですが、私も頑張ります。

この乗合タクシーでは、昨年３月議会において、安全で安心して暮らせるまちづ
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くりの観点からも、交通弱者、交通空白地帯の増加の解消、高齢者などの移動の確

保、南関町に合った新たな交通システム・運行システムを早めに対策を取るべきで

はないのか。また、他の市町村では、玄関先まで迎えに行き、目的地まで送り届け

る乗合タクシーを運行しています。バスより便利でタクシーより安い交通システム

です。我が町にも一刻も早く導入すべきではないのかと質問しております。

町の答弁では、今後の高齢者などの交通手段の確保は、予約制タクシー、既存タ

クシーの助成事業の緩和、福祉バスの拡大など、いずれの手段が南関町に合った交

通手段かを十分検討したいと考えている、デマンド型のタクシー制度を町でも導入

する、初期投資で１,５００万円、それから維持管理で１,７００万程度の経費がか

かるなどの答弁をいただきました。

また、１２月議会では南関町に合った新交通システムの取り組みについて質問し

ております。ここでは、乗合タクシーには初期投資に１,５４５万、運用にかかる

経費としてオペレーターの人件費、これが２人を考えるならば３０７万円、それか

らタクシー会社の委託料として１台４８０万円、合わせて７８７万円の経費がかか

るということでした。導入については、初期投資、運営費が高額になるので、平成

２０年から福祉バス、平成２３年からタクシー利用券補助を行っている、この利用

制限などの緩和が望ましいと考えていると。また、住民・議会等で今後協議会を設

置して、南関町に合った公共交通について十分協議していく必要があると答えてお

られます。

今、南関町で公共バス路線が廃止になり、長いところで２３年経っている地域、

また、４年８カ月前には外目線、これは南関から瀬高駅までですけど、それも廃止

になっております。バス会社の補助金は年々増加、またバス停があってもバス停ま

で遠いところが数多く見られます。確かに町では福祉バス、タクシー助成制度があ

りますが、今運行しています巡回福祉バスは１台で１日おきに校区を巡回しており

ます。不便です。まだまだ住民の方々のニーズに合ってません。本格的には ２６

年度から取り組むとのことでしたが、前町長からの引継ぎはどのようなものか、ま

た、施策と実施時期についてどのように進んでいるのか尋ねます。

次に、通告の２番目の定住対策についてです。我が町は新築住宅助成、リフォー

ム助成など定住促進を促す住居の事業があり、全国から注目されております。特に、

小中学生への給食費の月２,０００円の補助は、県内市町村はもとより、他県から

も注目されております。

先般、きのうも町長が言われましたけど、有識者でつくる日本創生会議の分科会

で、地方から大都市への人口流出が今のペースで続けば、２０４０年には全国の５

割の市町村で２０代から３０代の女性が半分になり、生まれてくる子どもが減って、
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将来は消滅する自治体もあるという試算結果が出ております。県内でも２６市町村

が該当し、我が町も入っております。近辺では和水町、長洲町です。これが全部そ

のまま当てはまるわけではありませんが、決してよそ事ではありません。

国や地方自治体は少子化対策を行っていますが、一向に歯止めがかかっていない

現状です。我が町も全体の人口は減少しております。しかし、幸いなことに南関町

では小学校入学前の子どもの数は増えています。これが一時的にならないように対

策を取っていかねばなりません。今、南関町では人口流出が多い、いわゆる転出超

過が続いていますが、具体的に政策はどのように考えているのか尋ねます。

この後の質問は自席で行いますのでよろしくお願いします。

○議長（酒見 喬君） ５番議員に対する答弁を求めます。町長。

○町長（佐藤安彦君） 皆さん、おはようございます。ただいまご質問がありました

５番、境田議員のまず乗合タクシー制度の創設についてのご質問にお答えいたしま

す。

私は、町長選挙に当たり、高齢者や障害がある方も安心、便利に利用できる乗合

タクシー制度の創設をマニフェストに掲げました。これは、高齢者などの交通弱者

の外出支援を行うことが、住みよい南関町にするための欠かせない制度であると考

えたことであります。

町の現在の公共交通の状況を見てみますと、路線バス運行補助、福祉バス、タク

シー助成事業、福祉有償サービス事業を実施していますが、それぞれに課題がござ

います。特に路線バス運行補助につきましては、平成２５年度で３,７４５万１,０

００円の支出をしておりますが、利用者の減と運行経費の増により年々補助額が増

大している状況にあります。

私が町長に就任してから担当課と乗合タクシー制度の導入で協議を行ったところ、

路線バスの運行補助が大きな問題であると捉えました。南関町の路線バスは、熊本

市、玉名市、山鹿市、大牟田市の隣接市と連結する路線であるため簡単には廃止が

できないものでありますが、路線バスを現状のまま運行し、新たに乗合タクシー制

度を導入するならば、さらに財政負担も増えますので現状の路線の整理も必要であ

ると考え、担当課に指示をしたところであります。

この結果、植木線につきましては、熊本路線と重複しているため本年７月から３

便ある便数を１便に減らし、平成２７年３月末に廃止することを既に決定しました。

また、山鹿路線については、玉名路線と比較して便数が多いため、便数の減を山鹿

市、和水町と協議を開始したところであります。植木線の廃止によりまして、３７

１万４,０００円の財政負担が減り、また山鹿路線につきましては、便数の減によ

る補助金の減額は今のところ不明ですが、いずれにしても現行の路線バス補助をで
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きる限り縮減していきたいと考えております。

また、町の公共交通、先ほど説明しましたが、路線バス運行補助、福祉バス、タ

クシー助成事業、福祉有償サービス事業の担当課が総務課、福祉課、まちづくり推

進課でありますので、連携して公共交通のあり方を検討するよう指示をしたところ

でもあります。

いずれにいたしましても現在、町が実施している公共交通の経費の縮減を図りな

がら、今のところは時期は未定でございますが、乗合タクシー制度を導入していき

たいという考えは持っております。

次に、定住対策についてのご質問にお答えいたします。

町は議員も述べられましたとおり、住んでよかったプロジェクト推進事業に取り

組み、定住対策としては住宅取得等補助金、新築住宅固定資産補助金、転入者引越

奨励金、新規雇用奨励金。少子化対策としては結婚報奨金、関所っ子誕生祝金。子

育て支援策としては子ども医療費助成金、保育料助成金、そして給食費助成金など、

それぞれの事業を展開しております。これらの対策は、近隣のみならず全国にも例

を見ない充実した政策として注目を浴びておりますし、効果も表れているところで

ございます。

これらの政策と同時に働く場所の確保も重要でございます。昨日の山口議員の一

般質問でもお答えしましたように、町の地理的利便性などを生かした新規企業の誘

致や既存企業への支援対策などを展開することにより、企業の立地や新たな設備投

資を促進し、働く場の確保を図ってまいりました結果、町内には多くの企業様が定

着され、他の自治体からも一目置かれているのではないかと感じております。今後

もこのつながりを継続しながら、さらに充実を図ることによって働く場の確保に努

めてまいりたいと考えております。

また、町は現在、向原地区に分譲宅地を開発しております。全１７区画の宅地開

発でございますが、町で働く方の生活拠点を設けることで、さらに定住の促進を図

ることができるのではないかと思っております。

以上、お答えいたしまして、この後の質問につきましては自席からお答えさせて

いただきます。

○議長（酒見 喬君） 答弁はありませんか。答弁なし。

５番議員。

○５番議員（境田敏高君） ありがとうございました。この乗合タクシー制度ですけど

ね、これは前の町長のとき、やっぱり初期投資と運営費が高額になるのでですね、

何か今までやっておる福祉バスとタクシー助成への利用制限の緩和とそっちの方向

に重点を置きたいというようなこと話を聞いておりましたけど、町長のですね、マ
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ニフェストを見ますと、創設とありましたので、私も少しにこっとしてたんですけ

ど、ただ、今、お話聞きますと時期がまだ未定だということで、ただ取り組むこと

は今おっしゃいましたので、もう私は喜んでおります。

やっぱりですね、まだ時期、今未定と言われましたけれどやはりですね、今本当

に困っておられるとですよね、住民の方は。足がないということでですね。私も再

三質問しておりますので、２回ですけど。本当に交通弱者の悩みを解消するために

ですね、やっぱり早く取り組んでもらいたいです。そのためやっぱりいろんな調査

が必要と思います。この問題はですね、どんなにしてもやっぱり住民のニーズに合

わんといかんと思とります。交通システムはですね、やっぱり住民の方々の意見を

聞くことです。

今、町長のですね、３本柱にも、また先ほど言われましたけど高齢者や障害のあ

る方にですね、安心して住めるような環境整備を打ち出しておられましたが、今、

南関町では高齢化率がたしか３４.２％ですか、そういうふうになっておりますけ

ど、これはですね、地区別にしますとですね、私はもっと高いとこがあるんじゃな

いかと思とるんですよ。なぜかと言うとですね、やはり地域が廃れたらもう町はだ

めと思うとです。まず地域が発展せんとですね。

また、町長も言われました外出支援のためにですね、やはり把握しておくことが

私は大事だと思いますけど、この地区別ですね、最も高いところなんか調査されて

るんですかね、高齢化率。これはなぜかと言うとですね、私、田原地区ですけど、

８０歳以上になってですね、まだまだ運転されている方が多いんですよ、１０人ぐ

らいおられます。中にはですね、９０歳に手を届こうという人もおらるっとです

よ。やはりですね、こういう問題はですね、非常に私は危なかと思います。また家

庭の方も家族の方もですね、心配されております。だからまず、そういうことを把

握しとかないかんと思いますけど、どうですかね。

○議長（酒見 喬君） 総務課長。

○総務課長（堀 賢司君） 南関町の行政区でですね、高齢化率の高いところ、もう既

に５０％以上のですね、行政区もあります。５０％以上あると、言葉は悪いですが、

過去においては限界集落という言葉で表現されておりました。一番高いところでは

ですね、古町区あたりがもう既に６３％いっとります。それと南関地区で萩の谷地

区が５５％、それと坂下地区でいきますと宮島区が５７％、もう５０％超えている

とこがざっと見たところで以上のような状況でございます。４０％台については多

数です。

   以上でございます。

○議長（酒見 喬君） ５番議員。
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○５番議員（境田敏高君） 今、お聞きしましたけど、もうやっぱり高いとこで６３％

っていうことですね、やっぱりこういう高いところは特に免許を持っている人、ま

た少なかと思うですけどね、やっぱりこれだけ大きかならですよ、高いならですね、

やはり早めに対策を取ってもらいたいです。

隣のですね、大牟田市はですね、４月までの人身事故ですけど、やはりですね、

高齢者の方が４割占められとっとですよね。たまにですね、南関を運転しますけど

のろのろとつかえとっとがありますけど、やはり高齢者の方がですね、３０キロ未

満で行かれるですね。非常に危ないです。本人さんたちは危ないからですね、もう

ゆっくり行かるっと思うですけどね、本当は左側によければいいんですが、そうい

う余裕はないんですよ。本当は運転はしたくないんです。ただですね、そうやって

交通の便が悪いとかどうしても仕方なくされるからそうやってゆっくり行かれると

思います。やっぱりそのためにですよ、早くですね、乗合タクシーでも施行のほう

をよろしくお願いします。

今ですね、いろいろ問題ありますけど、南関町でもやっぱり買い物難民って言っ

たら失礼ですけど、買い物難民が増えております。実は坂下区でもですね、この前

スーパーが閉店したんですよ。ミニスーパーですけど、非常に何でも品物揃うてお

りました。近所の人も喜ばれてたんですけど急になくなったもんですから、近所に

店がないことはないんですよ。ただ、そうやって品物がそろってないからですね、

何とかならないでしょうかってちょっと相談受けたんですけど、区長さんのほうか

らですね。一応南関町はですね、こうやって買い物サービスをやっておるというこ

とでですね、すぐ資料をやったんですけど、やはりですね、高齢者の方はどうして

もパンフレット見てから注文するのはどうも何か毛嫌いって言いますか、慣れてな

いような感じですね、まだまだ利用率は少ないみたいです。よかなら買い物バスで

もないかなってそういう話もあるんですよ。

町長のところは近くですからですね、買い物行かれますけど、やっぱりこういう

現状があることを何かお聞きされとりますか。

○議長（酒見 喬君） 町長。

○町長（佐藤安彦君） はい。私もそれぞれの地域をですね、今回、回らせていただく

中でやはり高齢者の方、特にですね、やっぱり議員、今のご質問のとおり病院への

通院、それと買い物ですね、買い物につきましてはやはり買い物サービスっていう

か町で提供している分ありますけど、やはり自分の目で選んで買いたいというそう

いった気持ちも持っておられてですね、そしてやっぱり自分で料理をしながら健康

的な生活をしたいっていう思いを持っておられる方が多かったようです。いろいろ

ですね、地域の商店の方のご協力もあって、車でですね、いろんな商品を提供して
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回っておられる方もおられますけども、なかなかそれが全体的にまだ普及できるよ

うな状況でもありませんし、町の今の事業もですね、なかなか登録者も増えないよ

うな状況であります。やっぱりですね、これからは地域の商店の方もですね、自分

たちが赤字覚悟でそういった事業にも参入いただいておりますので、もう少ししっ

かりしたですね、周知の仕方、そして金額面等につきましてもでしょうが、住民の

方が納得いたただけるようなですね、そういった事業にしていかなければならない

と思っております。

それと先ほどの関連ですけれども、高齢者の方がですね、やはり交通の本当に困

っておられるっていうことですね。１件、私もですね、北辺田のほうでですね、も

うびっくりしたことがありました。１００歳の方がですね、原付バイクに自分で草

刈機を積んで農作業に行かれているような方もおられました。元気でですね、そう

いった方もおられるんですけども、やはり元気で長生きしてそういった原付でも自

分で乗られる方はいいんですけど、そういった方もですね、本人は安全だと思って

おられるかもしれませんがやはりですね、そういった年齢を考えるともういつ事故

に遭われるかっていうことを私も非常に心配したところです。ですのでそういった

ことも含めてですね、地域住民の方のいろんな声を聞きながら、できれば乗合タク

シー等買い物サービスについてもですね、早い段階、買い物は今やってますけど、

早い時期にですね、そういった新しい対策ができるように取り組んでいきたいと考

えています。

○議長（酒見 喬君） ５番議員。

○５番議員（境田敏高君） よろしくお願いしときます。

私もいつも言ってるんですけどね、バス路線があるとこはいいですねとよく言っ

とたんですけど、バス路線があってもですね、バス停まで本当に遠いとこあるんで

すよ。一度副町長にもちょっと聞いたんですけどね、副町長のとこも遠いです。も

っと遠いとこもあるですね。大体ですよ、バス路線によってですね、一番遠いとこ

ろで何キロぐらいあるんですか。もう私は何回も質問しましたけんちょっと把握さ

れとりますかね。ちょっと質問します。

○議長（酒見 喬君） 総務課長。

○総務課長（堀 賢司君） 遠いところでいきますと、県北地区では落合のバス停から

測って、が遠い部分とか、今、副町長という名前を出されましたけど、副町長の西

豊永地区もですね、併せて東豊永地区もですね、県道の路線までをですね、かなり

の距離があると。それと先ほど四ツ原地区は交通の空白地帯でありますし、路線の

バスが走っているところまでかなりの距離があると。関外目地区も同じでございま

す。そういうところがですね、バス路線よりも遠い地域だということで認識してお
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ります。

○議長（酒見 喬君） ５番議員。

○５番議員（境田敏高君） 私たち運転しよるですけどですね、本当笑い話じゃなかっ

ですよね。本当に歩けばですね、本当にきつかっですよ。早めにですね、いろいろ

町長言われましたけど、早めの対策をよろしくお願いしときます。

きのう、たしか所信表明で言われましたけど、地区懇談会とか年齢別にするとか

ですね、やっぱりそういうのは早めに開いてもろうてですよ、本当に住民の困った

声を聞いてください。これは大体いつ頃を計画されとっとですかね。

それともう一つですよ、議会等でですね、今後設置協議会開くようなことも前、

総務課長が言われたですかね。これも併せて大体いつ頃か、よろしければご返答お

願いします。

○議長（酒見 喬君） 総務課長。

○総務課長（堀 賢司君） きのう、町長の所信表明の中で年代別に地域懇談会、地区

懇談会を開催したいと。その年代別については５０歳以上と５０歳以下というふう

な所信の中で報告がありました。時期的にはですね、１０月頃に計画をしていきた

いというふうに考えております。

それから次のご質問ですけど、議会等で今後の協議会を設置してというふうなご

質問ですけど、これはですね、新しく佐藤町長が就任しましてですね、佐藤町長は

乗合タクシーを創設すると、制度を設けるという趣旨の中での答弁をしております。

その関係でですね、現在、総務課、福祉課、まちづくり推進課のですね、交通関連

の対策を講じている担当課でですね、十分交通対策をまず検討させていただきたい

と思っております。その結果に基づきましてはですね、議会への報告、また住民へ

の説明等をですね、今後開催していきたいと思います。

以上でございます。

○議長（酒見 喬君） ５番議員。

○５番議員（境田敏高君） 検討で、日にちはまだ何月頃かはまだはっきりしてないっ

ていうことですかね。それでよろしいですか、まだ。

○議長（酒見 喬君） 総務課長。

○総務課長（堀 賢司君） バス対策の議会等を含めた協議会につきましてはですね、

これは前町長のときにですね、どういう方向性で行くかについてのですね、協議を

する場と設けておりましたけど、佐藤町長は乗合タクシー制度を創設するという方

針のもとでございますので、この協議会の設置についてはですね、今のところ未定

でございます。

○議長（酒見 喬君） ５番議員。
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○５番議員（境田敏高君） 未定ですけど、一応町長はもう実施ですか、するっていう

こと言っておられましたんで、よろしくお願いしときます。

それと、先ほど町長も言われましたけど、路線バスの交付金等、委託等補助金で

すね、本当にですね、上がっております。私も質問しましたからメモしとりました

けど、言いますけど、やっぱり２３年度は３,２３３万ですもんね。２４年度は３,

３１０万、２５年度は３,７４５万、本当ずっと上がっとるです。これば１人当た

り計算するとですね、２３年度は２,９９０円、２４年度は３,０８４円、２５年度

は３,５３３円になります。私がいつもこれ言っとるんですけど、払っているのに

ですね、バスが走っていないって。これは私は不公平じゃないかと一応言いました

けど、やっぱりですね、払っとっても先ほど言いました路線バスまで遠いと。こう

いう人たちもやはりですね、廃止路線バスのですね、地域の方々と私は同じと思い

ます。やっぱりですね、町民が納めた税金、これですね、不公平がないようにです

ね、私は使わねばならないと思います。いつも言いますが地域が廃れますよ。やっ

ぱり私は不公平だと思います、先ほど言いましたけど今でもちょっと思とりますけ

ど、やっぱりこういう現状を早く解決するのが行政と思いますけど、こういう現状

を町長、今どう思われてますかね。

○議長（酒見 喬君） 町長。

○町長（佐藤安彦君） 先ほどの冒頭の答弁でもお答えしましたけれども、路線バスの

補助額、増えておるのも当然わかっております。それぞれですね、１人当たりの負

担額っていうのもわかっております。そしてなおさら利用できない方がおられる中

での負担っていうのもですね、非常にこれも町としてもですね、申し訳ないなと思

っております。そういうことでですね、やはり私今までも心がけておりましたけど

も、やはりその方々が本当にどういった交通体系がいいのかということでお聞きし

た中で、乗合タクシーが一番ベストだろうという考え方を持ったわけであります。

ということでありましてですね、やはりそういった申し訳ないという気持ちを早く

お返しできるような、そういった動きをしたいということでそれぞれ担当課にも話

をしておりますので、そういった動きの中で協議あたりも加速していきたいと思い

ますので、そういったことでご理解いただければと思います。

○議長（酒見 喬君） ５番議員。

○５番議員（境田敏高君） ありがとうございます。何しろ私も乗合タクシーをちょっ

とマニフェストで挙げとるもんですから町長一緒に頑張りましょう。よろしくお願

いします。

荒尾市でですね、やっぱり路線バスがなくなった時点でですね、すぐ乗合タクシ

ーなんか制度を取り組んどっとですよね。やはりですね、南関町も早めに、そして
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やはり路線バスが走ってないとこ、特にですね、実験的にですね、本当に早めに取

り組んでもらいたいです。

この交通システムですね、私が何度も言いますけど、やっぱり住民のニーズに合

ってないとですね、私はこれはいけないと思います。本当に今、質問しましたけど

本当に困っておられるんです、皆さんですね。計画を立てればですね、大体先ほど

いつ頃かわかるんじゃないですかと思うたけど、ちょっとまだ未定ということでも

うこれ以上質問しませんけど、この乗合タクシーの創設にはですね、やはり何度も

言いますけど、創設と挙げておりますので、大体ですよ、予算相当額は大体どのく

らい見ておられるとですかね。ちょっと質問します。

○議長（酒見 喬君） 総務課長。

○総務課長（堀 賢司君） 乗合タクシーのどういうふうな運行をするかということで、

長洲町が「きんぎょタクシー」というふうなシステムがあります。その同等のシス

テムを導入すると、予約制の乗合タクシーという経費で考えた場合、初期システム、

いわゆるハード、ソフト等の構築費、システムをやっぱり構築していきますので税

込で１,６６８万６,０００円。それから年間費用としまして、これ人件費２名、タ

クシー会社への委託費を含めて１,７４７万２,０００円が必要でございます。ただ、

乗合タクシーのシステムをどのようにしていくかということでの検討の余地は十分

あると思います。

以上です。

○議長（酒見 喬君） ５番議員。

○５番議員（境田敏高君） はい、わかりました。本当はですね、タクシーもですね、

２台、３台とするなら経費はかかると思いますけど、いろいろ検討をよろしくお願

いします。なるだけ負担のかからないようにしてですね、皆さんが喜ぶようなシス

テムをよろしくお願いしときます。

昨年の１２月ですかね、交通施策基本法をですね、施行されて、やはり日常生活

に必要不可欠な交通手段の確保、これはやっぱり国の施策として位置づけられてお

ります。今年だったですかね、この改正されて改正地域公共交通活性化再生法です

かね、一応ありますけど、やはりこれなんかですね、やっぱり自治体や交通事業者

や住民でつくる協議会ですね、バスや乗合タクシーを計画してですね、それを審査

して国が認定したら財政支援をするような制度があると思いますけど、こういう交

付金の把握なんかされておりますかね。こういうのを利用すればですね、少しでも

私は財政負担に支障がなかっじゃなかかと思いますけどどうでしょうか。

○議長（酒見 喬君） 総務課長。

○総務課長（堀 賢司君） 長洲町もきんぎょタクシーの導入の時点で補助金をもらっ
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ております。この補助金といいますのがですね、地域フィーダー系補助金です。フ

ィーダーっていうのがですね、支線という意味で幹線につなげるための補助という

補助金があります。補助対象地域間の路線バスの系統を補完し、過疎地域・交通不

便地域での地域感交通ネットワークへの接続をするものでございます。赤字分の２

分の１が補助の対象になります。

以上です。

○議長（酒見 喬君） ５番議員。

○５番議員（境田敏高君） はい、ありがとうございます。国もですね、やっぱり困っ

ていることは知っているんですよね。ですからいろんな補助金を出しております。

ただ、補助金がいっぱいですね、常にアンテナを張り巡らせてですね、いかないと

いけないと思いますので町の方はよろしく本当お願いします。早めのプランをつく

っていけばですね、やっぱりそういう支援策があるならすぐ受けられると思います

のでよろしくお願いしときます。

乗合タクシーはちょっとまとめます。町長、本当にですね、この乗合タクシーの

ですね、創設の実現のためにはですね、責任と実効が伴わなければなりません。

最近の町長を見てみますとですね、よく住民の方と接しておられます。行動力が

やっぱりすばらしいですよ。私は本当にああすごいなと思うとります。この公共シ

ステムをですね、何度も言いますけど、やっぱり利用する人のニーズに合ってない

と長続きはしないです。早めにですね、住民懇談会を開き、本当に困っている現状

を聞いてください。高齢者の運転する方ですね、本当あと何年運転できるかわから

ないと。５年後、１０年後を考えると不安でならないという方がおられます。日常

生活にですね、この公共交通を利用することはですね、これは誰でもですね、自由

に移動できることはですよ、やっぱりこれは基本的な人権の一つですよね。特に交

通弱者の方々を守るためにも早めに実施をよろしくお願いしときます。

２番目のですね、定住対策に移ります。今、人口流出が、いわゆる転出超過が続

いておりますけどですね、なぜ出て行かねばならないかですよ。町長はやっぱり働

く場所が一番よかと言われるですけど、私もやっぱり働く場所がなかといかんと思

とっとですよね。２３年からちょっと私も調べましたけど、３年間のうちですね、

転出者はですね、毎年平均すると３４３人の方が転出されとっとですよね。ここを

ちょっとどがんかすれば大分人口も食い止めじゃないですけど、防止になるんじゃ

ないかと思います。

ただ、余り心配されるといけませんけど、その間の３年間に３０８人ぐらい入っ

ておられます。計算するとそれでも毎年ですね、３５人の方が転出されとっですね。

時期はですね、３月、４月はわかります。８月も多いですよね。それを合わせる
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とですね、４８％が出て行かれるとですよ、月にですね、月がいつ多かか。３月、

４月はわかるですけど、こういうことはですね、なぜかば大体調べれば対策も取ら

るっと思いますけど、以前はどのくらい流出ですか、多かったんですかね。把握さ

れとりますか、ちょっとよろしければ。

○議長（酒見 喬君） 住民課長。

○住民課長（菅原 力君） ただいま５番議員のほうが平成２３年度からは把握しとる

ということでございます。一応こちらのほうでは平成２０年から２１、２２年とい

うことで転入転出の状況について把握しておりますので、まず平成２０年度ですけ

れども、転入者が３４２人、それから転出者が３６４人ということで２２名転出者

のほうが多いと。それから平成２１年につきましては転入者が３３０人、それから

転出者が３２８人ということで、この年に限りましては転入者のほうが２名ほど増

えております。それから平成２２年につきましては、転入者が２６７名、転出者が

３１１名、４４名の転出の増ということで、この３年間を平均しますと年平均、平

成２１年が若干増えておりますので２１名ほどの転出の増と。ただ、人口の増減に

関しましては、これにあと死亡とか出生等がございますので一概には言えませんけ

れども、転出転入の状況につきましては以上のようになっております。

○議長（酒見 喬君） ５番議員。

○５番議員（境田敏高君） やはりこの人口流出がなくなるようにすればですね、やは

り先ほど町長も言いましたけど、私も同じですけど、飯を食えることだと思うとで

すよ。言葉は悪いですけど、私は食べれないからですね、食えないから出て行かれ

ると思うとります。やっぱりそれに働く場所、それと住んでもらうための住民サー

ビスです。何度も言いますけど町長の３本柱に入っております。そこをですね、住

民の方々がですよ、何で生計されてるかですよ。私たちは農業、自営業とかですね、

観光あります。会社員とか年金、これで生活される中ですね、南関町で生計立てる

には何が一番多いんですかね。

○議長（酒見 喬君） まちづくり推進課長。

○まちづくり推進課長（大木義隆君） 働く場の件で申し上げますならば、南関町の事

業所数についてお答えしたいというふうに思います。

   事業所数につきましては４６２、これは経済センサスの結果でございます。平成

２４年度の実施ですが、その全産業の事業所で働かれる従業員数につきましては、

４,１７２人ということになっております。業種別に申し上げますと、製造業が２,

０３７人、それから卸売小売業が６９０人、建設業が３９１人、それから医療福祉

が２８０人、そのほか宿泊・飲食サービスが２４６人、農林業が５７人、以下さま

ざまな業種が統計結果としては出ておるところです。



－ 7 6 －

以上です。

○議長（酒見 喬君） ５番議員。

○５番議員（境田敏高君） 会社関係が一番多いっていうことですね。はい、わかりま

した。

今、企業誘致してますね、南関でも。今、南関町の就労は言われましたけど、企

業誘致は今、何社になっとっとですかね。きのうはちらっと言われたですけど、す

みませんもう１回。

○議長（酒見 喬君） まちづくり推進課長。

○まちづくり推進課長（大木義隆君） 誘致企業といたしましては２６社ということに

なっております。

以上です。

○議長（酒見 喬君） ５番議員。

○５番議員（境田敏高君） 会社関係は今、別にそれ入れて、南関町の。

○議長（酒見 喬君） まちづくり推進課長。

○まちづくり推進課長（大木義隆君） 先ほど申しましたように、事業所数につきま

しては４６２というふうにお答えしたところです。会社については何社かっていう

のは今のところここに資料を持っておりません。

○議長（酒見 喬君） ５番議員。

○５番議員（境田敏高君） はい、わかりました。何かこの前ちょっと話では３５社ば

っかりって、たったそのくらいかなと思ってちょっとお聞きしただけです。

今、全国的にですね、勤めるとき非正規労働者ですかね、やっぱり４割いると。

南関町でもですよ、企業誘致したところに例えば就職した場合、被雇用者っていう

か、それはどのくらい割合はおらるっとですかね。

○議長（酒見 喬君） まちづくり推進課長。

○まちづくり推進課長（大木義隆君） 先ほど議員が申されました３５社というのは、

まちづくり推進課で企業アンケートを取っております。その分の回答が３５社とい

うことでございました。そのことをお知らせしたかと思います。そのアンケート結

果から申し上げますと、先ほどのご質問の正規雇用者につきましては７９％、それ

からパートが１１％、派遣社員が３.４％、それと契約社員が４.７％、そのほかと

なっております。

以上です。

○議長（酒見 喬君） ５番議員。

○５番議員（境田敏高君） 南関町すばらしいですね。全国的に４割非正規労働者なの

に７９％が正社員ならですね。やはりこれは町長が一生懸命今までされた結果だと
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思いますけど。

この南関町が企業誘致したですね、企業でですよ、拠点を海外に持っている会社

ですよ、また、支店を持っている会社、これはどのくらいあっですかね。これはで

すね、うちのそばで、またちょっと同じ地域になりますけど、名前出しませんけど

インドに行っておられるとですよ。それともう１人はですね、中国に行ってですね、

住所まで向こうで移してあっとですね。でですね、そういう企業が来るなら逆に転

勤っていいますか、外国行かれる人はいいですけど、わあ、あそこまでってってい

う不安がある人もおられる、そんなことしないのかなと思ってですね、ちょっとお

伺いしたつもりですけど、どうですかね。

○議長（酒見 喬君） まちづくり推進課長。

○まちづくり推進課長（大木義隆君） これも先ほど申しました企業様へのアンケート

の結果からですけれども、その中で１２社は海外展開をなさっております。それと、

やはり今おっしゃられたように、海外への転勤等に不安を持たれるということもあ

るかと思いますけれども、やはり会社に勤めて収入を得られるということでやはり

家のことは気掛かりだけれども、やっぱり仕事に行ってくるという方も結構おられ

るんじゃなかろうかというふうに思っております。

以上です。

○議長（酒見 喬君） ５番議員。

○５番議員（境田敏高君） 今、学校でもですね、いじめ問題があっております。熊本

県は２、３年前トップやったですけど、今、そんかわり解消率も全国１位だと。南

関もそういう表立った事件は起きておりません。これはやっぱり教育長とか大石課

長たちが一生懸命取り組んでおられる結果だと思っております。

職場もですね、今、職場は逆にいじめ問題が非常に多いと話も聞いております。

やっぱり職場はですね、複雑な階層化が進みですね、正社員内も多いそうですよ。

やっぱり放っておけばここもですね、心の病を病む人が多いと思います。そこでで

すね、まちづくり推進課でですね、聞き取りといいますか、そういう話は聞いてお

りませんかね。

それとですね、やはり何でもそうですけど紹介だけではだめですよ。親身になっ

てですね、働く人の環境づくりをですね、会社にアドバイスすればですね、辞める

人も少なくなるんじゃないかと思いますけど。それとですね、もう一つやっぱり企

業を誘致するとき、企業は何を求めているかですね。そういうことも企業訪問すれ

ばですね、いろんな話が出ると思いますけど、まちづくり推進かも多分、町長が一

生懸命推薦されておりますので、企業誘致のところはまちづくり推進課も行ってお

ると思いますけど、どうですか。年間どのくらいか行っておられるとですかね。
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○議長（酒見 喬君） まちづくり推進課長。

○まちづくり推進課長（大木義隆君） まず、お尋ねになられましたいじめ・嫌がらせ

等についての相談は受けておりませんし、そういうことがありませんかというふう

な問い合わせは行っておりません。ただ、やはり町は用事があれば必ず郵送とかじ

ゃなく、足を運んでお話を聞きに行く。それから県と合同で企業訪問、誘致企業の

訪問を行って状況の確認や投資の意向とかいうことをですね、お尋ねにまいってい

るところでございます。

   先日、熊日でしたけれども、町内の企業におきまして紹介がありましたけれども、

その一部に先代でその企業を興された代表の言葉に「企業の究極の目的は利益の追

求ではなく、幸せになる人を育てることにある」というふうなことで申されており

ました。企業方針をですね、そのように申されておったところです。企業も町と同

じであると思っております。企業も人づくりが大事と思っておられる会社が多数、

ほぼ全てではなかろうかというふうに思っております。

企業訪問につきましては、誘致しました企業全部ではございませんけれども、や

はり単独でも行っておるということを申し上げときます。

それからほかにつながりとおっしゃいましたけれども、町は金型のまちづくりと

いうことで南関町には金型金属加工企業連絡協議会という組織がございます。これ

は加盟は１１社でございます。それからまた、企業懇談会、年に１回ですけども企

業懇談会で情報の共有等を行っております。

今後はですね、企業訪問を今も行っておりますけれども、少しずつでも増やしな

がら企業様の情報をいただきながら対応していきたいというふうに思っております。

以上です。

○議長（酒見 喬君） ５番議員。

○５番議員（境田敏高君） ありがとうございます。やっぱりですね、南関に来た企業

誘致の方は人づくりと、目標を持っている、これ本当ですよ、うれしいことですよ。

どこでもですね、利益だけですね、何かあったらすぐ撤退すると。やっぱりこうい

う企業誘致もいいですけど、そこちょっと見極めもまた大事と思いますけど、よろ

しくお願いしときます。

それと今月の５日と６日ですね、町長がやっぱり企業誘致された本社訪問ですか、

上京されとりますけど、マニフェストの有言実行です。本当ですね、すばらしいと

思っております。

新規企業の立地、雇用の拡大はきのうもちょっと言われましたけど、敷地ですか、

何かのあるからですね、望めるんじゃないかと言いよられましたけど、これともう

一つですね、やはり先ほど言いました食べるためにはやはり農業とかいろいろその
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施策も大事ですけど、この農業、商店街の活性化ですよ、観光などどういう方向で

ですね、今後取り組まれるのか、町長ちょっと気持ちをちょっと。

○議長（酒見 喬君） 町長。

○町長（佐藤安彦君） 議員の今、ご質問にありましたとおり、私がですね、東京の本

社を今度５社回ってまいりました。その中でやはり企業のトップの方とお話する中

できのうの答弁の中でもお答えしましたが、全ての企業がですね、南関町の企業の

ことをしっかり考えていただいておりました。

その中で今ですね、それぞれの企業が行っておられる業務内容以外にもですね、

町と今から連携して何かできないかと、そういったところをですね、新しい話もい

ただいてですね、私は非常にまた新しいチャンスをいただいたなということで、今

後ですね、新しい分野についてもそういったところで企業とお話をしながら進めて

いくことができればなと思っております。

それとですね、やはりその企業だけじゃなくて、農業、商店街、先ほど坂下地域

のですね、商店街が閉店されたという話もありましたけれども、やはりその製造業

だけではなく、その農業、きのう私もお話ししました薬草栽培ができないかなとい

うことで町を挙げて取り組みたいという話もしましたけれども、そういった新しい

事業展開、そして商店につきましてもですね、それぞれのやっぱり住民の生活を守

るためには、やはり遠いところに買い物に来ていただくよりも近くにあったがいい。

それはありますので、そういったそれぞれの地域にですね、商店がまた再開できる

ようなお手伝い、そして今ですね、うまい事業展開をされているところが何社もあ

ります。そういった方々のですね、ご意見、知恵も借りながらですね、一緒にやろ

うというお手伝いをしてくださいっていう話もしております。やっぱりそういった

方々の協力を得ながらですね、商店あたりの活性化にもつなげていきたいと思って

おりますし、やはり全体的な町の動きの中で一つ一つ、それぞれがよくてもですね、

全体がまとまらないと定住型につながりませんので、そういった全体的な動きの中

をですね、重視しながらやっていきたいと思いますし、もう一つだけ言わせていた

だきますと、先ほど企業の中のいじめとかもありましたよね。そういった形でやめ

て町を出て行くとかそういったこともあるかもしれません。私も直接何件か伺った

ことあります。企業は本当しっかりですね、南関町のこと考えていただいて人づく

りにも尽力いただいております。

しかし、その中でやっぱり人間関係非常に難しいことがあって、それは企業だけ

じゃなくてどこの職場もだと思います。ですが、やはりですね、その中でさらなる

人を育てるっていう気持ちを持っていただいて、頑張っていただかないといけない

ということで私も企業のトップの方とはですね、いろんなお話をする機会がありま
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す。もう町内の企業のトップの方はいつも３０数名の方はお話ししておりますので、

やはりその方々に直接そういった訴えもします。やはりその企業の内側からですね、

変えていただくような取り組みをしてほしいということでお願いもしておりますの

で、ぜひですね、これからもそういったつながりの中で頑張っていきたいと思いま

すし、新しい事業展開、創設に向けてもですね、雇用につながるように、定住につ

ながるような動きをしていきたいと思っています。

○議長（酒見 喬君） ５番議員。

○５番議員（境田敏高君） ありがとうございます。経済面で不安がですね、なくなれ

ばですね、やはり次はですね、住んでもらうために私は定住対策でもありますね、

住民サービス施策と思います。

町長も言っておられます。今、南関町ですね、住宅取得等補助金があります。こ

の制度でですね、町の業者は非常に今、潤っております。なぜならばですよ、前も

私言いましたけど、また資料もらいましたけど３年間でですね、３,３４７万の補

助金がですよ、９億２,２６０万の工事高になっとるですよね。これはですね、２

７.６倍のですよ、経済効果が出ております。これは他産業への波及効果、工事高

はですね、これはですね、１.５５倍あると言われますから１０億、１４億、３,０

００万ぐらいあっとですよ、経済効果っていうのは。これは非常にですね、私はま

ちづくりができてすばらしいなと思った、心から思っております。こういうですね、

経済効果あんまり上がったこと私はあんまりなかと思いますけどね。

そこでですよ、これだけ経済効果が上がればですね、私はもっと経済効果上げる

ためにもですよ、誰でもできるリフォームですね、この制度を設けてはと提案した

いと思いますけど、今のリフォーム制度はですね、確かに若者施策です。夫婦合わ

せて８０歳ですかね、それと小学生、子どもがいる家庭ですけど。これをですね、

補助金が誰でも利用できるように補助金は出さなくて初診券で出して、何回ででも

使われるそういう制度を設けてもらいたいんですよ。

１回言いましたけど、そのときは社交金ですか、あれでせんとできんというよう

なそういうことを言われてますけど、この社交金でですね、使える住宅支援ですよ、

こういうのできないんですかね。また、そういうお考えはないのか、ちょっとお伺

いします。

○議長（酒見 喬君） 町長。

○町長（佐藤安彦君） 議員のご質問にありましたとおり、これまでにもそういった年

齢の見直しとか、そういったこと質問されておりましてですね、そういった検討す

るっていう形で答弁しとったかと思いますけれども、確かにですね、年齢の見直し

等もですね、考えてないわけじゃありません。ただ、当初のこの事業を創設したと
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きの目的が、やはり若い子育て世代の方々が生活しやすいように、そして転入しや

すいようにっていう目的を持っておりまして、こういった事業を創設しましたので、

やはりですね、精査する時期っていうのをしっかり考えていかなければならないと

思います。これまでも精査する時期が来たらしっかり協議して、もう１回いろんな

事業については考え直していくこともやっておりますので、今後もですね、そうい

った年齢、あるいはいろんなほかの内容についてもですね、検討をしていきたいと

思います。

○議長（酒見 喬君） ５番議員。

○５番議員（境田敏高君） 先ほど言いました転出超過も多いのですから、その対策も

私はなると思うとですよね。若者じゃなくてみんなもされるようなですね、対策を

取ってもらいたいです。特に建築っていうのはですね、本当に経済効果生むとです

よ。生めばですね、消費税も結構入ってくると思います。おのずと住民税も入って

くると思いますから、やっぱり金はですね、地元に回さないかんと思とります。よ

ろしく検討をお願いしときます。

この定住化がですね、やっぱり進めばですよ、私はさっき言いました一石二鳥、

三鳥になるからですね、なるだけ地元に金を落としてください。

住めばですね、家から通勤するようになると思うとですよ、定住対策、そういう

のをたくさんすればですね。定住、通勤しますけど、今の通勤でですよ、新幹線の

何か補助金がありましたね、確か５,０００円ぐらい。あれ５,０００円っていうの

はどっから基準出とっとですかね。ちょっとお伺いします。

○議長（酒見 喬君） 町長。

○町長（佐藤安彦君） 何を基準にしたかということですけれども、正確なですね、基

準の方法っていうか、そういった検討の内容はですね、今持っておりませんけれど

も、ただ近隣市町を参考にしたこともありますし、一つだけ言えるのはですね、新

幹線それとＪＲ、西鉄の電車がございまして、西鉄の電車の定期あたりが非常に安

いんですよね。もう新幹線の何分の１ということです。西鉄のそういった利用する

学生あたりはですね、わざわざ大牟田とか新栄町まで行って西鉄で福岡まで通学さ

れています。そういったですね、西鉄の運賃あたりも参考にはしていると思います。

○議長（酒見 喬君） ５番議員。

○５番議員（境田敏高君） ありがとうございます。いろいろですね、定住対策をすれ

ばですね、本当に南関に住まわれると思うとですよね。南関に住まれたらやっぱり

買い物も行くと。特に南関は交通の便がいいんですよね。高速道路もあると、新幹

線もあると。今度高速道路を利用するときですね、買い物をするときですよ、住民

の方々が、小原にバス停ありますけど、駐車場がないんですよね、あの辺に。やっ
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ぱりですね、南関の人もせっかくあそこにバスがありますから、あの辺に駐車場と

かそういうこつ、何か考えておられませんか。もしよろしければあの辺ちょっと借

りてでもですね、私は駐車場つくってもらえば住民の方がもっとですね、買い物あ

ちこち行かれると思いますけどですね。外出支援にもなると思いますけどどうでし

ょうか。

○議長（酒見 喬君） 町長。

○町長（佐藤安彦君） 高速バスの駐車場ということですけれども、実はですね、先日

上京しましたときに私もですね、まちづくりの大木課長も一緒に上京したんですけ

ども、そのときもですね、高速バスで行きました。北開から乗ったんですけど、そ

のときも北開のすぐ近くの民間で経営されてる駐車場に止めて行きました。車を置

いてそれから乗って行きました。小原についてはそういった駐車場がございません

けれども、やはりですね、北開と同じようにそういった駐車場があれば安心してみ

なさんとめられるような状況になると思います。ただ、周辺を見渡してみますとそ

ういった駐車場に利用できるところはなかなか今ですね、見当たらないような状況

もあります。周辺を考えてですね、そういったところがあるとするならば、やはり

皆さんが利用しやすいように、そういったところは検討していかなければならない

と思います。

○議長（酒見 喬君） ５番議員。

○５番議員（境田敏高君） 外出支援対策にもなりますのでよろしくお願いしときます。

それとですね、経済面が安定してですね、住む場所が決まればですよ、次は私は

結婚願望があるんじゃないかと思います。しかしですね、結婚したいけど今はです

ね、何ですか、適当じゃないですけど結婚相手が見つからないのが増えているんで

すよね。

そこでですね、南関町でもこの前、和水町がやっておられたと思いますけど、出

会いの提供ですよ。婚活ですね、見合いパーティーのようなそういう場所設定とか、

お考えないのですかね。

それとですね、もう一つ今、婚活で南関町は何人ぐらいの人が登録されておりま

すか。ちょっと２点お伺いします。

○議長（酒見 喬君） 答弁の番ですけども、ここで１０分間休憩します。

－－－－－－－○－－－－－－－

休憩 午前１１時００分

再開 午前１１時１０分

－－－－－－－○－－－－－－－

○議長（酒見 喬君） 休憩前に引き続き会議を続行します。
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答弁の番でしたので、答弁をお願いします。まちづくり推進課長。

○まちづくり推進課長（大木義隆君） 結婚活動支援事業についての登録者についての

お尋ねだったかと思います。今現在、２６年５月３１日現在、この会員登録をなさ

れている方は南関町は男性が２名ということになっております。今まで登録会員の

総数としまして、平成２２年から総数となりますと３６名。男性が２４名、女性が

１２名となっておるところです。ただ、今現在は男性が２名加入されているという

ことになっております。

ちなみに成功されている方、結婚が実現された方は男の方、女の方、お一人ずつ

ということになっておるところです。

以上です。

○議長（酒見 喬君） ５番議員。

○５番議員（境田敏高君） 少ないですね、本当に。もうちょっと登録多かつかなと思

たっですけど、だからこそですね、やっぱり町は見合いパーティーとかですね、場

所を提供したらどうですかと先ほどちょっと質問したんですけど。何でこれ言うか

と、やっぱりですね、出て行かないためにはですね、やはりまず仕事、そして住ま

い、そして住まれて結婚されたらもっと出て行かないと思うとですよ。だからこの

結婚率を増やすためにもですね、やっぱり町としてもですね、場所提供でもですね、

見合いパーティーのごとしたらどうかなと思いますけど、そういう計画はございま

せんか。

○議長（酒見 喬君） まちづくり推進課長。

○まちづくり推進課長（大木義隆君） 町も今現在の有明広域で伺っております婚活事

業の登録者数が少ないということもありまして、町独自でこのような結婚活動支援

事業に取り組みたいということを考えております。

   昨日ですけれども、予算のご説明でお話をすればよかったんですけれども、ここ

でちょっとご紹介をさせていただきたいと思います。

「南関町逢いｄｅ愛事業」ということでこの婚活を行いたいと考えておるところ

です。会員登録を行っていただきまして、事業を年間４回ぐらい開きたいというふ

うに考えております。第１回目をホテルセキアで食事会等を開催いたしまして、そ

の後南関町の体験できる窯元さん、それから果林の里あたりですね、あのあたりで

一つの事業を行いたいと、体験事業を行いたいと。それからまた今度は遠出をする

と。長崎方面にバスで日帰りですけども旅行を行いたいと。それからまた４回目は

南関町の名所、旧跡等をですね、バスで回るというふうなところで南関町の住民を

主にですけども、会員を募りましてそのような事業を行いたいというふうに考えて

おるところです。
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○議長（酒見 喬君） ５番議員。

○５番議員（境田敏高君） 昔はですね、世話焼きおばさんがおって一生懸命世話され

たですけど、今はいないと。町がその世話焼きおばさんじゃないですけどおじさん

になって、どしどし進めてください。

今ですね、南関町の合計特殊出生率ですよ、今南関町はどのくらいあっとですか

ね。

○議長（酒見 喬君） まちづくり推進課長。

○まちづくり推進課長（大木義隆君） 南関町の合計特殊出生率ですけれども、何せ南

関町のサンプルといいますか母数からしますと年度ごとにバラつきが出てしまうの

は仕方ないと思いますが、それで南関町独自で計算したものを一つ報告申し上げま

す。

平成２０年度末が１.３５７、２１年度末が１.３２０、２２年度末が１.２２５、

２３年になりますと１.７４４、２４年度末が１.５１９と、それから２５年度末に

つきましては１.４３３と、やはりその時期その時期で大きな流れとはなっており

ませんけれども、バラつきはありますけれども若干向上しているということは言え

るかというふうに思います。

以上です。

○議長（酒見 喬君） ５番議員。

○５番議員（境田敏高君） 合計特殊出生率かな、これはやっぱり２.０７が人口維持

の数字と出ていますけど、まあそれでもですよ、先ほど言いました南関町はですね、

小学校前の児童数が増えていると、子どもさんがですね。それがくれば私は大分改

善されとるんじゃないかなと思いますけど、この子どもが増えるのは本当どこでも

少ないですもんね。昨年ですかね、増えたのはたしか東京と沖縄だけやったそうで

す。これは総務省ですけど、人口統計は一応１４歳でしますけど、確かに南関は１

４歳は減っとるです、少なかです。ただですね、２２年なんか４９人減って１２人、

そんかわり２３年１２名、２４年１１名、２５年は３人しか減っとらんとですよね。

これを見ればですね、私は非常に南関すばらしいと思っております。これがですね、

やはり一時的にならないようにですね、やっぱり仕事と子育てを両立できる環境づ

くり、それとですね、待機児童などの子育て支援を行うことが私は一番だと思とり

ます。

町長もですね、定住推進をするとマニフェストで挙げておられるので、また今度

努力をお願いしときます。今後ですね、やっぱり転入超過になるようにですよ、本

当に取り組んでもらいたいです。

一つ忘れましたが、ちょっと新婚さん夫婦にはですね、定住するとき家賃とかそ
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ういう安くするとか、そういうですね、提案も一応いたしますのでよろしく検討の

ほうをお願いしときます。

じゃあまとめに入ります。町長はですね、町職員さんとしてですね、たしか３１

年と９カ月ですか、もう実績と経験があられます。また、まちづくり推進課長もや

っておられたことはですね、私はこの新しいまちづくりに対して非常に役立つと思

とります。やっぱり子どもはですね、親の背中を見て育つと言いますけど、町長は

ですね、行政のトップですよ。町長の背中を見てですね、住民の方がですよ、「あ

あ、託してよかったな」と言われるようにですね、頑張ってもらいたいです。そう

するとまた、「信念と行動力で頑張ります」と断言されております。住みやすいふ

るさとづくりに私も賛同しておりますので、ぜひやってもらいたいです。期待して

おります。

これで私の一般質問を終わります。どうも。

○議長（酒見 喬君） 以上で、５番議員の質問は終了しました。

続いて、８番議員の質問を許します。８番議員。

○８番議員（田口 浩君） こんにちは。８番議員の田口でございます。私は４点ほど

質問をさせていただきたいと思います。

まず初めに、佐藤町長の所信表明で４年間の抱負を述べられました。いろいろと

問題が山積みされておりますが、今後どのような町政を計画されているかをお聞き

したいと思います。

それから２番目が、先月、小原地区において２件の林野火災並びに建物火災が発

生しました。それで、そのときがまだ川に水が流れておりませんで、非常に消火に

手間取られたと聞いております。それによって今後、防火水槽を設置される考えが

あるかをお聞きしたいと思います。

それから３番目は小中学校の資源回収の補助金についてでございます。これは、

各小学校、中学校、年に２回から３回ほど資源回収をされておりますが、今補助金

がどのようになってるかをお尋ねいたします。

それから最後に、きのうから本格的な梅雨となってまいりました。これによって、

今まで河川の氾濫ですとか、がけ崩れあたりが起きておりますが、そのように危険

箇所がどのくらいあるかをお聞きし、その後どのような対処をされるかをお聞きい

たしまして、あとは自席にて質問させていただきます。

よろしくお願いいたします。

○議長（酒見 喬君） ８番議員の質問に対する答弁を求めます。町長。

○町長（佐藤安彦君） ただいまご質問のありました８番議員、田口議員のご質問にお

答えします。
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初めに、新町長としての今後の抱負、町政計画についてのご質問にお答えいたし

ます。

昨日の所信表明でも申し上げましたように、現在、課題が多い中ではありますが、

住民の皆様のご意見を反映しながら、南関町に住んでよかったと誇れる町を目指し

て町政運営に当たっていく覚悟でございます。

このためには議員各位はもとより、住民の皆様方のご支援、ご協力を切にお願い

する次第であります。

次に、小原の火災発生の今後の対応はとの質問にお答えいたします。

まず初めに、このたびの火災で全焼したやさい畑の関係者の皆様方に謹んでお見

舞いを申し上げます。また、消火活動に当たられました有明行政事務組合消防本部

や南関町消防団の皆様のご尽力に感謝を申し上げるところでございます。

さて、やさい畑の火災では、先ほど議員のご質問でもありましたとおり、水利の

確保が非常に困難な状況でありました。まず一番近い防火水槽は、塩山食品の工場

敷地にありますが、防火水槽の貯水量は４０トンですので、当然消火までの水量ま

ではありません。そういうことでやさい畑の近くを流れる八貫水川の水量もまた少

ないような状況でした。このため、第三小学校のプールや小原の農協低温倉庫そば

のため池からも水利を確保したところでございます。

次に、防火水槽を設置する考えはないかとのご質問でございますが、防火水槽の

設置につきましては、各行政区長の申し出によってその内容を審査し設置している

ところでございます。設置の基準としましては、防火対象物から１４０メートル以

下であるか等を基準として、基準が満たされれば防火水槽を設置することにしてお

ります。

やさい畑の防火水槽設置につきましては、基準を満たしておりますので、行政区

長から申し出があれば設置することができるものと考えております。

次に、小中学校の資源回収の補助金についてのご質問にお答えいたします。

町では、家庭ごみの減量化や再資源化、また小中学校や各種団体の学校活動や地

域活動の支援を目的として、毎年、資源回収奨励金を予算計上しております。今年

度におきましても、９４万２,０００円を計上しているところであります。

次に、梅雨の防災対策についてのご質問にお答えします。昨年の梅雨入りは５月

２７日で、今年は６月２日に梅雨入りし、７月１９日頃の梅雨明けの見込みでござ

います。ここ数年、本町には大きな災害に見舞われてはおりませんが、全国各地で

局地的に大雨が降り、生命・財産に大きな被害を与えている状況であります。本町

もいつ何時このような災害に見舞われるかわからない状況であり、災害への備えは

万全を期さなければならないと考えております。
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このため、今月の４日に自衛隊、気象庁、国土交通省、九電、ＮＴＴ、消防団な

ど防災関係機関が一堂に会し、南関町防災会議を開催いたしました。また、消防団

におきましては、１１日に副分団長以上の会議を開催いたしまして、情報連絡網の

再確認と災害発生時の対応策を協議したところでございます。

また、大雨時の警戒態勢でございますが、注意報段階では防災担当者及び建設課

職員１名の待機、警報段階におきましては防災担当者、総務課長、建設課、経済課、

福祉課の各３名以内の配置をし、私も警報時には待機をすることにしております。

次に、危険箇所でございますが、きょう皆様方にもお配りしております用紙がご

ざいますけれども、重要水防箇所が９カ所、急傾斜地等崩壊危険区域が１０８地区、

このうち土砂災害特別警戒区域が２８地区ございます。また、土石流危険渓流が５

２カ所あります。詳細につきましては担当課長が答弁いたします。

以上、お答えいたしまして、この後の質問につきましては自席からお答えさせて

いただきます。

○議長（酒見 喬君） ほかにありませんね。総務課長。

○総務課長（堀 賢司君） お手元に配付しております南関町の危険箇所区域につい

てご説明いたします。

   この資料は、今月６月４日に南関町防災会議の地域防災計画書の添付資料でご

ざいます。まず初めに、重要水防箇所９カ所でございます。このランクのＡ、Ｂ、

Ｃというランク付けをしております。Ａがですね、最も重要な区間でございます。

Ｂが重要な区間、Ｃが要注意区間というようなことで県はランク付けをしておりま

す。

次に、２番目でございます。急傾斜等崩壊危険区域でございます。

まず初めに、急傾斜等崩壊危険区域とはと。ちょっと説明しますと、傾斜度が３

０度以上でがけの高さが５メートル以上の急傾斜で、被害想定地域に人家がある箇

所でございます。この中で１番から４７番まで番号を振っております。

そして右のほうに土砂災害警戒区域と土砂災害特別警戒区域ということで該当地

区については丸印を付けております。土砂災害警戒区域とはどういうものかという

ことをご説明しますと、災害が発生した場合、住民の生命、財産に危険が生じる恐

れが認められる箇所でございます。また、土砂災害特別警戒区域については、災害

が発生した場合、住民の生命、財産に著しい危険が及ぶ恐れのある箇所でございま

す。

次のページをお開きください。ランク付けで１と２に大きく分かれています。例

えば４７番の上坂下鬼王の３６７１の３９となっております。この下に１番と新し

くまた番号を振っております。関町の防田３６７の２の００１と。このランク付け
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の１と２でですね、新しく番号を振っておりますけど、これはですね、１の場合が

人家が５戸以上あると。２の場合は人家が５戸未満ということでの区分分けをして

おります。

ずっと見ていただきまして最後に経緯を書いております。急傾斜等崩壊危険区域

は１０８地区、うち土砂災害警戒区域数が２８地区、うち土砂災害特別警戒区域数

が２８地区となっております。

次に、３番目でございます。土石流危険渓流の一覧を添付しております。まず、

土石流危険渓流とは、土石流が人家または学校などの公共施設に被害をもたらす可

能性がある渓流を示しております。土砂災害警戒区域と土砂災害特別警戒区域につ

いては先ほど説明したとおりでございます。件数が５２カ所あります。うち土砂災

害警戒区域数が５２カ所、そのうち土砂災害特別警戒区域数が４５カ所ございます。

以上が、南関町の危険区域と指定しているところでございます。

以上でございます。

○議長（酒見 喬君） 住民課長。

○住民課長（菅原 力君） ８番議員の３番目の小中学校の資源回収の補助金について

お答えいたします。

南関町におきましては、平成２５年度の資源回収の実施回数及び奨励金の金額に

つきまして、まず小学校が４校合わせまして９回、南関三小が３回、一、二、四小

が２回ずつということです。それと中学校が１回、関東の子ども会が１回、婦人会

が１回、老人会がこれは空き缶のみでございますけれども３回ということで合計１

６回の資源回収に対しまして、７８万７,９０７円の奨励金を出しているところで

ございます。

以上でございます。

○議長（酒見 喬君） ほかにありませんか。８番議員。

○８番議員（田口 浩君） それでは、まず一番初めにですね、平成２１年度にこれは

商工会を通じてでございますが、プレミアム商品券を発行されました。第１回が１,

０００万円、それから２回目が２,０００万円で商品券を販売いたしましたんです

が、今現在、近隣の市町でこの商品券の発行をなされております。これを今後、発

行される予定がありますかどうかお聞きいたしたいと思います。

○議長（酒見 喬君） 町長。

○町長（佐藤安彦君） プレミアム商品券につきましては、議員、今のご質問のとおり、

これまで南関町で２回発行していると思いますけれども、その２回におきましてで

すね、かなりの効果は出ておると思います。今後どうするかっていうことにつきま

しては、今考えておりますのは、それぞれの地域の商店まで普及するようなプレミ
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アム商品券の活用であれば十分効果があると思いますけれども、今、それぞれの地

域で商店が減少しているっていうことを考えると、ある限られた商店のために商品

券を発行することはいかがなものかなっていう考えもございまして、やはりそれぞ

れの地域の商店が活用されるようなやり方、そういったやり方も含めてですね、商

工会あるいはＴＭＯの皆さんとも協議を行いながら、そういったことで町全体の商

店に効果が出るようなやり方が可能であれば十分検討していく必要があると思いま

す。

○議長（酒見 喬君） ８番議員。

○８番議員（田口 浩君） 実はですね、商工会でこのことに関しましていろいろ話し

合いましたんですが、今まで各個人の商店、食料品が主ですけどこれでなされたの

が多いんですよね。ところが今後はですね、簡単な、大工さんですとか、そういう

一般的に何にでも使える商品券を発行したらどうかなという意見がありました。こ

れは電気屋さんにしても塗装屋さんにしてもっていうような、いろんな面で使える

商品券を発行したらいいんじゃないかという意見だったんですけど、その件に関し

てはいかがでございますか。

○議長（酒見 喬君） 町長。

○町長（佐藤安彦君） 今のご質問のとおり、家の改築とか大工さんの費用、あるいは

電気製品とかそういったことも含めてということですが、やはりですね、先ほど申

しましたとおり、一定の業者さんに固まるとはという心配ありますけれども、先ほ

どですね、境田議員の質問の中でもちょっと出していただきましたけれども、町が

いろんな「住んでよかったプロジェクト推進事業」の中で補助金、助成金出してお

ります。そういった助成金、補助金の出し方の中にもそういったプレミアム商品券

あたりの活用っていうことも含めて検討すれば、なおさらおもしろい事業になるか

と思いますので、商工会が発行されるその商品券だけじゃなく、町がいろんな事業

についてもそういった利用できるようなことも含めてですね、併せて検討が必要か

と思います。

○議長（酒見 喬君） ８番議員。

○８番議員（田口 浩君） 今、町長が言われましたように、何にでも使える商品券を

発行できたらなということで今、検討もしております。まず、よろしくお願いした

いと思います。

それから今度は２番目に入ります。先ほど総務課長から詳しく話がありました。

これはすみません、４番目に言っておりましたが、前ですね、迎町の中山から来る

河川がありますよね、ちっちゃい河川が。あそこが氾濫したことあるんですよね。

あれに対して今まで工事なり何なりをされたかどうか、ちょっとお聞きしたいと思
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うんですが。

○議長（酒見 喬君） 副町長。

○副町長（本山一男君） 今のご質問の件ですが、松岡製材所の裏のがけ崩れのところ

でしょ。あのところはですね、多分急傾斜地でですね、災害復旧したと思いますけ

ども。

以上です。

○議長（酒見 喬君） ８番議員。

○８番議員（田口 浩君） 西日本新聞の販売店がありますよね。あそこの横に関川に

流れ込むところがあるんですよ。あそこがですね、実は床下浸水が起きました。だ

からその件で、そのところまでどうかされたかなっていうことでお聞きしてるんで

すが。

○議長（酒見 喬君） 副町長。

○副町長（本山一男君） そのときはですね、たしか松岡製材所の裏が崩れて、河川を

全部土砂で埋めて県道が川のようになって流れましたですね。一次通行止めもやっ

たような記憶はあります。しかし、そのときに西日本新聞販売店のその横の床下浸

水があったかどうかって私記憶はございませんけども、その崩壊した後の工事はや

った記憶はございます。ただいまおっしゃいますように、西日本新聞の横にはです

ね、堰があります。あそこはビッグオークの堰からですね、水路を通って金丸のほ

うに行くところにあそこで一旦堰を止めて金丸に行くと。あそこに堰が１カ所あり

ますので、そういうふうな影響でやっぱり床下浸水あたりも起こったんじゃないか

なと。

西日本新聞の販売店に床下浸水が上がったというようなことはちょっと記憶にご

ざいません。

○議長（酒見 喬君） ８番議員。

○８番議員（田口 浩君） 今、聞きませんけれども、よければそこのところ建設課長

のほうで確認お願いしたいと思うんです。

それからまた元に戻りまして、２番目の小原の火災の件ですが、これは小原の区

長さんと話をしながら防火用水を設置場所をどうか考えてもらうようには一応話し

たいと思います。

それでは次に、小中学校の資源回収の件でございますが、今現在これは和水町と

南関だけしか出てないんですよね、この補助金っていうのは。これは２０年ぐらい

前に熊本県全部の小中学校の補助金を調べまして、実はこれを設けていただいたわ

けです。これがですね、何でこういうことを言うかといいますと、今現在クリーン

パークのほうにごみとして搬入されているのが２,２６５.９２トン。これはクリー
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ンパークにお支払いされてるのが８,９９９万９,０００円が今現在、焼却の費用と

して納入されております。１キロ当たり大体３９.７１円ですね。これで実はこん

だけ学校のほうがちょっと今、エコの学習なんかしておりますのにちょっと足りな

いんじゃないかと。よければ補助金をもう少し増やしていただいて、ごみを減量化

すればいいんじゃなかろうか、なんていうことで実は質問しているわけです。それ

でそういう補助金を増やそうっていうようなお考えはあるかどうか、ちょっとお聞

きいたします。

○議長（酒見 喬君） 住民課長。

○住民課長（菅原 力君） ただいまの質問の補助金を増やす考えがあるかということ

でございます。

その前に、最初言われました和水町と南関町が助成金を出しているということで、

確かに近隣確認しまして、玉名市、玉東町には奨励金等はございません。長洲町に

つきましては、昨年度までは奨励金を出していたということでございますが、本年

度より廃止されております。ただ、その代わりと言っては何ですが、年に３回以上

実施する団体に対しては、住民、申し訳ありません。一応昨年度までの実施の内容

は年３回以上実施する団体に対して年間２万円の奨励金を出していたということで、

現在は住民環境課で紙類などを置けるような物置を支給しているというようなとこ

ろでお聞きしているところです。

和水町につきましては、南関町と同じような形でビン類については１本当たり２

円、それからその他アルミ缶、新聞、雑誌、古い布類等については１キロ当たり３

円の奨励金を出しているというところでお聞きしております。ただ、年間でどれぐ

らいかっていうところまで申し訳ありませんが、ちょっと把握はしておりません。

一応、そういった要項でやられているということでございます。

それからクリーンパークへの搬入量と負担金の関係でございますけれども、確か

にただいま議員が申されましたように、２,０００トン以上のゴミを毎年搬入して

いる状況でございます。クリーンパークへの搬入量につきましては、平成１９年度

をピークとして年々減少傾向にございましたけれども、平成２４年、２５年とまた

若干増加傾向に移ってきております。

南関町の資源回収の量につきましては、これは平成２０年度から２５年度まで６

年間、だんだん減少傾向にあります。これは一つには、皆様方の意識の向上でだん

だんゴミが減ってきたのではというところも含まれておりますけれども、ただ、ク

リーンパークへ出す量と資源回収の量を合わせた中で、南関町から出る家庭ごみと

いうことで、その中に占める資源回収の割合はやはり１０％から１２％と大きなと

ころがありますので、今後も続けていただければということは考えております。
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ただ、クリーンパークの負担金あたりの増減につきまして、この資源回収がどれ

ぐらい役立っているかというところで言いますと、資源回収されたやつはクリーン

パークのほうには行きませんので、負担金のほうには直接関係はございませんけれ

ども、町全体あるいは環境面からいけば減少傾向、少なくなるっていうことはいい

ことでございますので、担当課としては奨励はしていきたいと思います。

ただ、今申しましたように、資源回収の数量等が平成２０年度で３６６トンござ

いましたのが、平成２５年度では２６６トンと１００トンほど年間の収量等も減っ

ております。それから最初、町長答弁の中にありましたように、町としましては推

奨はしていきますけれどもどちらかと言いますと、ごみの減量化あるいは再資源化

あたりを今後とも町民に呼びかけていきたいと思います。ただ、奨励金の目的とし

て地区の活動費や学校の活動費ということもございますので、それはそれとして十

分役に立つような支援はしていきたいと思いますが、今のところ課としては奨励金

に対する単価の値上げとか、そういったところは考えておりません。

以上でございます。

○議長（酒見 喬君） ８番議員。

○８番議員（田口 浩君） 考えてないじゃなくて、よければ考えてください。ごみの

減量化にもつながりますのでよろしくお願いしたいと思います。

一応、私のお聞きするところは終わりましたんで、これで質問を終わりたいと思

います。

○議長（酒見 喬君） 以上で、８番議員の一般質問は終了しました。

続いて、３番議員の質問を許します。３番議員。

○３番議員（井下忠俊君） こんにちは。３番議員の井下でございます。今回はですね、

南関町で行われる選挙の状況と今後について、これは主に町長、町議選についてで

ございますけれどもお聞きしたいと思います。そして、またこれはずっと言い続け

てきていることですけれども、南関町の公共交通について、この２点を今回質問さ

せていただきます。

まず、最初にですね、選挙についてですが、先に行われた２月の町長、町議選に

おいて、その投票率が初めて８０％を切りました。自分の町の今後を見据えた町長、

町議選において、それであるにもかかわらず２０％以上の方がこれに参加していな

いということは、これは大いに懸念される数字だと思います。

そこで一つ目の質問ですけれども、過去における南関町の町長、町議選挙の投票

率の推移、また年代別ではどうなっているのか、これを質問します。

そして二つ目に、投票所に関して町民の方から要望などは何か上がっていないか。

以上、２点でございます。
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次に、公共交通に関してですけれども、この件につきましては幾度か質問もして

おり、答弁もいただいております。そこで確認も含めてですけれども、町長もよく

口に出されていますが、公共交通の整備についてその思いと方向性を尋ねます。

二つ目には、前回の質問で委託路線については廃止することも可能であるという

答弁がございましたが、住民の方々との懇談会は行われたのか、どうなっているの

か、そこをお尋ねします。

最後に、補助金対象になっている路線について、今後の対策をお尋ねします。

先ほどですね、境田議員との質問に対する答弁と重なる部分も多々あると思いま

すので、そこのところはもうあえて重ねて答弁される必要もないです。

以上でございますので、以降は自席にて行いますので前向きな答弁よろしくお願

いします。

○議長（酒見 喬君） ３番議員の質問に対する答弁を求めます。町長。

○町長（佐藤安彦君） ただいまご質問がありました３番井下議員の、まず投票率か

ら見える今後の町の選挙についてのご質問にお答えします。

   今年２月２３日執行の町長、町議選挙の投票率は、町長選７６.７９％でござい

ました。町長選挙の投票率は、昭和３０年から平成２年の選挙まで９０％以上の投

票率がございましたが、その後は減少いたしまして、平成６年から平成２２年度ま

では８０％台となり、今回の選挙で初めて８０％を下回った結果となりました。

また、年代別では４０歳代以下と８０代以上の投票率が全体の投票率を引き下げ

る要因となっております。町の代表を決める最も身近な選挙という観点から見れば、

投票率が下がるという現象は非常に残念なことであり、若年層を中心に投票率の向

上の対策を講じていかなければならないと考えております。

今後は、投票率の悪い世代が年を重ねることでさらなる投票率の低下が考えられ

ることから、若年層が南関町の町政に関心を持っていただけるような取り組みが必

要であると考えるものであります。

ちなみに、７月１０日には次の世代を担う南関中の３年生の皆さんと私を初め、

町執行部との意見交換会を開催する予定でありまして、中学生のですね、いろんな

意見も聞いてみたいと思います。

次に、投票所につきまして選挙管理委員会は現在、１１の投票所を設けておりま

す。この１１投票所は町の施設だけでなく、地区の公民館も借用しております。課

題としては駐車場がない、段差がある、土足の対応がしてないなどの意見を有権者

からいただいていると聞いております。

選挙管理委員会としては、有権者数、自宅からの投票所までの距離、投票率等を

考慮して、今後、投票所の統廃合も検討していく考えを持っていると聞いていると
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ころでございます。

次に、南関町の公共交通についてのご質問にお答えします。

先ほどの境田議員のご質問にもお答えしましたが、特にこれは井下議員、これま

でも強く訴えられておられる質問でありますので、繰り返しの部分ございますが答

弁させていただきますが、私は町長選に当たり、高齢者や障害がある方も安心、便

利に利用できる乗合タクシー制度の創設をマニフェストに掲げました。これは、高

齢者などの交通弱者の外出支援を行うことが住みよい南関町にするための欠かせな

い制度であると考えたものであります。この実現のためには、路線バスの経費の縮

減を図りながら、町が実施している他の交通対策を見直し、乗合タクシー制度を創

設する考えであります。

次に、委託運行している庄山線につきましては南関町が単独で西鉄バスと委託契

約をしているため、複数の市町と協議をすることもなく運行内容、廃止等をするこ

とができます。この先、南関高校が荒尾高校に統合しますので新設校への通学、シ

ティーモールへの買い物あるいは荒尾市民病院への通院等を考慮した南関荒尾線を

新たに新設するのか、また庄山線を廃止して乗合タクシー等に変更するのか、現在

模索中であります。方向性が決まり、庄山線を廃止する場合は地域住民の皆様方と

の懇談会を実施する予定でおります。

次に、補助対象路線の今後の対策についてのご質問にお答えします。

現在、南関町には産交熊本線、西鉄吉野線、産交植木線、産交山鹿線の平山温泉

経由と三加和温泉経由の２路線、産交玉名線があります。植木線につきましては、

熊本市、山鹿市、和水町と協議して本年７月から３往復を１往復に減便し、来年４

月１日からは廃止することになりました。植木線は熊本線とルートが重なっている

ため、廃止後は熊本線でカバーすることになります。また、山鹿線の２路線につき

ましても、利用者数に対し便数が多いため、減便について山鹿市、和水町、南関町

の関係市町で現在、協議を行っているところでございます。詳細につきましては担

当課長が答弁いたします。

以上、お答えいたしまして、この後の質問につきましては自席からお答えさせて

いただきます。

○議長（酒見 喬君） 総務課長。

○総務課長（堀 賢司君） お手元に配付しております資料につきまして簡単に説明し

ます。

まず、町長選挙の執行日、それから投票率を昭和３０年の４月３０日の選挙から

平成２６年２月２３日までの有権者数、投票者数、それから投票率を一覧にしてお

ります。先ほど町長の答弁にもありましたとおり、９０％台を維持していたのが平
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成２年３月２５日までの選挙においては９０％以上の投票率でございました。その

後、平成６年３月２７日の選挙から平成２２年２月２１日までの投票率が８０％台

でございます。平成２６年２月２３日の町長選挙の投票率は７６.７９％でござい

ました。

平成１８年２月２６日の選挙から期日前投票制度を設けております。平成１８年

の選挙については８８０人、それから平成２２年２月２１日の選挙では１,３５６

人、それから平成２６年２月２３日の選挙については１,５０８人が期日前投票を

しております。率にしまして１７.０％、期日前投票につきましては選挙ごとに投

票率が上昇しているのが現状です。

次の下の欄につきましては町議選挙の執行日の投票率を表示しています。内容に

ついては町長選挙と同じ内容でございます。

裏面をお願いします。この表は、平成２２年２月２１日執行の南関町長選挙の年

齢別投票率、それから平成２６年２月２３日執行の南関町長選挙年齢別投票率を表

しております。黒く表示しているのが平均投票率を下回っているところを黒く網か

けをしております。特に、平成２２年の２月２１日の執行でいきますと投票率が全

体が８２.３１％でございました。これを大きく下回っておりますのが年齢別でい

きますと２０歳から３４歳までが大きく下回っております。特に２０歳から２４歳

までの投票率でいきますと男性が５５.６７、女性が６１.７１、計の５８.６２％

でございます。

それから８０歳以上の投票率も悪い状況でございます。平成２２年の選挙では７

１.１２と平均の投票率を大きく下回っている状況でございます。

平成２６年２月２３日の町長選挙の年齢別投票率を見てもほとんど同様の傾向が

あります。２０歳から２４歳までの投票率は５４.８２、前回よりも４ポイントも

少なくなっております。次の２５歳から２９歳までも前回から比べると１１ポイン

トも下がってると。前回、４年前の選挙に行かなかった人がまた、今回も選挙に行

ってないというふうな動きがあるんじゃなかろうかと思います。

全体的に投票率が８０％を下回ったのは今回の町長選でございます。

以上、投票状況、年齢別投票状況については表のとおりでございます。

以上でございます。

○議長（酒見 喬君） 答弁の途中ですが、昼食のため１時まで休憩します。

－－－－－－－○－－－－－－－

休憩 午後０時００分

再開 午後１時００分

－－－－－－－○－－－－－－－
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○議長（酒見 喬君） 休憩前に引き続き会議を開きます。

答弁の途中でしたが、答弁ございますか。それじゃあ３番議員。

○３番議員（井下忠俊君） ちょっと間が空きましてあれなんですけれども、今、町

長、課長の答弁にもありましたように、最も身近なこの選挙においてですね、この

投票率の低下というのは非常に大きな問題であると捉えております。若い人の投票

率の低下の原因は諸々あると思いますけれども、年齢層の高い人たちによって現在、

その投票率が維持されているように思います。

そこで、この質問に至ったわけですけれども、今、町長からの答弁で幾つかの意

見として課題を聞いていると言われましたけれども、これは率直に住民の方からの

要望として捉えてよろしいんでしょうか。

○議長（酒見 喬君） 総務課長。

○総務課長（堀 賢司君） このたびの町長選挙の中で、投票所に事務従事している

職員が土足で投票できないというふうな、先ほど町長が述べたことを事務従事者が

聞いております。

○議長（酒見 喬君） ３番議員。

○３番議員（井下忠俊君） 職員さんたちが聞いたということは、住民の方の声だと

いうふうに捉えても構わないと思うんですけれども、自分もですね、１１カ所の投

票所をある程度見て回りました。もちろんかぎは持ってませんので不審者と思われ

ながらも外からだけですけれども、のぞいて回ったわけですが、町所有の施設につ

いてはある程度のバリアフリー面とかそういったのも配慮されております。

ただ、各行政区所有の施設については、まだ土足はもちろんですけれども手すり

がない場所も見受けられましたし、少しそこで差があると思ったものですから、こ

の行政区の施設に関してはもちろん区長さんも通じてからのことだと思いますけれ

ども、優先的に改修等はできないものなんでしょうか。

○議長（酒見 喬君） 総務課長。

○総務課長（堀 賢司君） まず、選挙管理委員会が各借用している公民館等の改修

はできないものと考えております。先ほどちょっと説明し忘れましたが、選挙管理

委員会としてはですね、投票所の状況についてはですね、かなり調査をしておりま

す。例えばですね、駐車場がない、空調機がない、それから投票所が狭い、駐車場

から施設の入口まで段差がある、施設内に段差がある、また照明器具がちょっと暗

いと、必要だという部分、それから有権者数が平均以下と、それから土足未対応、

それから投票率が平均以下、町所有施設じゃないというふうな項目で調査をしてお

ります。その中で、関村区の公民館を町は借用しています。今、私が申し上げまし

た８項目が該当します。次に、久重北公民館、これも８項目が該当します。それか
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ら草村区の公民館も借用しております。この公民館については９項目が該当してお

ります。特に今言いました久重北公民館、関村区公民館、草村区公民館については、

投票所については不向きな施設だということを選挙管理委員会が調査しているとこ

ろでございます。

○議長（酒見 喬君） ３番議員。

○３番議員（井下忠俊君） じゃあまた不向きなところを、先ほどもまた繰り返しに

なりますけれども、改修っていう面ではなかなかいろんな条例とかがあってなかな

かできないものなんでしょうか。

○議長（酒見 喬君） 総務課長。

○総務課長（堀 賢司君） 選挙管理委員会は、借用、区の区長さんから借用してい

ることであって、区の公民館の独自の改修につきましては今のところ補助制度はな

いと思います。新築の場合は公民館、教育課から２００万の補助等があります。ま

た、本年度も申請予定されているその公民館を介護予防教室の運動拠点とすれば、

改修費の助成ができるということで聞いております。

○議長（酒見 喬君） ３番議員。

○３番議員（井下忠俊君） なかなかハード面に関しては難しいのであればですね、

ソフトの部分で例えば車いすとか、つえをつかれている方が投票に来られた場合で

すね、その職員の方あるいは立ち会いの方がそれに気づかれて、選挙という特殊な

状況ではあるんですけれども、手を貸したりとかそういったことは可能なんでしょ

うか。

○議長（酒見 喬君） 総務課長。

○総務課長（堀 賢司君） 選挙管理委員会を所管している総務課でございますので、

選挙管理委員会は独自の執行機関でございますので、一応、選挙管理委員会を所管

している総務課での答弁ということでご了承ください。

投票所において障害等をお持ちの方のですね、投票所の利便活用については当然、

職員が手助けをしたり、または車いすの配置も考えております。実際、車いすの配

置もしております。そういうふうな手助け等については投票所内においてですね、

対応しているところでございます。

○議長（酒見 喬君） ３番議員。

○３番議員（井下忠俊君） それを聞いていくらか安心しました。本当に体の不自由

な思いをされてですね、選挙に来られる方に対してある程度そういった配慮があれ

ばですね、やっぱり見られる方も違うと思うし、投票に行かれたところでの不安も

ある程度解消されるんじゃなかろうかと思います。

もう一つですね、次投票所によってですね、駐車場がなかったり、あとは投票所
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に入るためにもう狭い道を車で入ったりする、例えば草村公民館などがそうですけ

れども、そういったときにできればですね、常時そこを見ているわけにはいかない

と思いますけれども、ちょっと声をかけて後ろを見てもらえんかとか、そういう方

もおられると思うんですけれども、そういった誘導もしますよというような張り紙

でもして、もう少し親切なことですかね、そういうのを表に出すということはでき

ないんでしょうか。

○議長（酒見 喬君） 総務課長。

○総務課長（堀 賢司君） まず、駐車場がない投票所につきましては、関村区の公

民館、それから久重北区の公民館、それから四ツ原集会所、それから草村区公民館

が現在、駐車場がないということで把握しております。

選挙事務従事者にとってはですね、投票の適正な執行を心がけております。その

ために、事務従事者が投票所の外に出てですね、車の誘導をすることは基本的には

ありません。また、してならないものと思います。投票の執行のために事務従事者

を配置しております。

○議長（酒見 喬君） ３番議員。

○３番議員（井下忠俊君） それは投票後も同じでしょうか。投票される前の話です

か。もう投票全体、行きも帰りもどちらもだめっていうことでしょうか。

○議長（酒見 喬君） 総務課長。

○総務課長（堀 賢司君） 投票の前も後もということでございます。

人員に余裕がある事務従事の配置はやっていないところです。投票用紙の受け付

け、投票用紙の交付係、それから庶務係、それから職務代理者という形の中で最低

限の人員を各投票所に配置しております。それ以上に配置するということにすれば

それだけの人件費もかかってきますし、そこのところは有権者の皆さん、選挙人の

皆さんがですね、心がけて車の安全運転、駐車等は有権者の方にお願いしたいと思

っております。

○議長（酒見 喬君） ３番議員。

○３番議員（井下忠俊君） 言われていることはわかります。なかなか高齢者の方に

なると加齢による運動機能の低下とか、そういった方もおられますのでですね、で

きればそういった配慮も、そこに人員を増やしてどうじゃなくて声かけがあればや

ってもらいたいというような思いで質問したわけですけれども、そういう選挙って

いう状況の中で厳しいのであれば、それはもうやっぱり各自、気をつけていただく

しかないのかなというふうにも思います。

それからですね、投票所の統廃合も検討されているという考えがあると言われま

したけれども、例えばその前にですね、その投票所に関してなんですけれどもアン
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ケート調査で選挙に対する、広くなれば選挙離れとかそういった形にもつながって

くると思いますけれども、そういう部分を除いてでもですね、投票所に関しての選

挙に対する意識調査のアンケートなどを取ってもらったらどうかなと思いますけれ

ども、この点についてはどうでしょうか。

○議長（酒見 喬君） 総務課長。

○総務課長（堀 賢司君） ただいまのご質問は、投票率を向上させるための意識調査

なのか、または投票所がいろんな部分で予測対応できないとか、駐車場がないとか

投票所の統廃合に向けての意識調査なのか、どちらかちょっとわかりませんでした

けど、基本的には投票所の向上のための意識調査だろうと思いますけど、選挙管理

委員会としましては、明るい選挙推進協議会等を通じてやっぱり選挙に対する投票

率の向上を日頃から呼びかけて、住民の方が政治に関心を持ってもらい、みずから

の選挙の行使をですね、できるように啓発を心がけていきたいと思います。

仮に投票所を統廃合する、町長の答弁の中に不便なところが現在あります。その

中で統廃合も考えているというふうな答弁を町長がしております。その中において

ですね、仮に久重北公民館をなくしてふれあい広場の投票所を設けると、配置した

場合についてですね、これについては当然、住民の皆さんの意見等をですね、お聞

きして進めなければならないと。統廃合については住民の皆さんのご意見を伺いた

いと思います。ただ、選挙の啓発については日頃から、選挙についてはやっぱり民

主主義の基本だと思います。これをやっぱり成人として行使することが成人として

の役目であり役割だと思いますので、選挙に行かない、特に若い世代を含めてです

ね、投票率の向上に向けて日頃から啓発に向けて取り組んでいきたいと思っており

ます。

○議長（酒見 喬君） ３番議員。

○３番議員（井下忠俊君） 投票率を上げることと、それから選挙に行ってもらって

投票率が上がるわけですけれども、そういうことを含めた上での質問なんですけれ

ども、統廃合に向けたことへのアンケートをもしされるのであればですね、できれ

ばこれは要望なんですけれども、どんぶり集計ではなくてその地域地域でいろんな

近いから行く、遠くても便利がいいから行くとかいろんな地域ごとに差があると思

います。ですから、もしアンケートをとられる場合はある程度地域ごとに問題点と

かを浮き彫りにすれば、もっと改善策につながっていくんじゃなかろうかと思いま

すので、ぜひその辺を配慮したアンケートを行ってもらいたいと思います。

それとですね、先ほど町長の答弁の中で７月１０日、次の世代を担う中学３年生

と私たちを初めということで、まず執行部との意見交換会を開催する予定というこ

とを言われましたけれども、これは私たちがオブザーバーとしてでも構いませんけ
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ど、その内容を見学することは可能でしょうか。

○議長（酒見 喬君） 町長。

○町長（佐藤安彦君） はい、今回計画している中学生との意見交換会ですけれども、

今回初めての企画ということで私たちも中学校と今、打ち合わせをしとる段階です

けれども、中学校にですね、そういった相談をしておそらく中学校からもそれに対

して否定的な考えはないと思いますので、私としては何ら問題はないと思います。

○議長（酒見 喬君） ３番議員。

○３番議員（井下忠俊君） じゃあできれば私たちも参加っていうか、その場に居さ

せていただけるように配慮してもらえれば、大変自分たちの見聞を広める上でもそ

れはいいことだと思うのでよろしくお願いします。

次にですね、公共交通についてですけども、自分もですね、町長が先ほど言われ

ましたとおり乗合タクシーの創設という考えには大いに賛同できるものです。今の

南関町にとってですね、補助金、委託金の削減にもつながると思いますし、何より

高齢者の方の外出促進を促し、足を使ってもらえば健康増進にもつながります。ま

た、ひいてはそれが高齢者の医療費削減にもこれは反映されてくると思います。

また、交通弱者と呼ばれる方にとっても足の確保にもつながります。ぜひ、この

ことを進めていってもらいたいと思いますが、先ほど答弁の中でありました南関荒

尾線、荒尾高校、その新設校への通学を機に新たな路線を新設するに当たり、町と

してのですね、その場合お金の持ち出しとかまた発生するんでしょうか。

○議長（酒見 喬君） 総務課長。

○総務課長（堀 賢司君） まず、想定の話だろうと思います。現在、荒尾南関線の路

線バスはありません。このために南関高校が廃止になります。荒尾高校と統合にな

るということで、南関荒尾線の路線バスの新設を議会としても先の議会の中で県の

ほうに新設路線を要望された経緯もあります。町のほうとしてもですね、教育圏が

一緒になるなら荒尾までの路線バスの新設をですね、今後考えていきたいと思って

おります。

経費の面につきましてどうなのかという部分でございますけど、先ほども最初言

いました南関高校に伴う荒尾高校新設ということであれば、県のほうからでも幾ら

か助成をしていただければですね、現在１,０００万程度かかっています庄山南関

線の経費も縮減できるものだろうかと思っておりますが、何せ相手があることです

ので南関町の意向どおりにならないということもあるかと思います。今後、国・県

教育関係局との打ち合わせもですね、協議も必要かと思っております。

以上です。

○議長（酒見 喬君） ３番議員。
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○３番議員（井下忠俊君） そうであれば、新たな路線っていうこの可能性に関して

もまだ未確定ということでしょうか。

○議長（酒見 喬君） 総務課長。

○総務課長（堀 賢司君） まだ未確定でございます。今後、路線バスを荒尾南関線を

新設するのかという部分については当然、荒尾市との協議も必要だろうし、熊本県

との協議も必要だろうし、ただ私が新設高校の準備委員会、南関町から私と教育長

がそのメンバーでございます。私はその新設高校の準備委員会の中で教育圏が一緒

になるなら路線バスが必要だということはこの間、その準備委員会の中で答弁をし

ているところです。

○議長（酒見 喬君） ３番議員。

○３番議員（井下忠俊君） 新たな路線がですね、できるということは外出される場合

の地域、または目的の拡大にもつながりますし、それはそれでいいことだと思いま

す。ただ、町内ですね、町内においては病院に行くに当たり、西鉄、産交それぞれ

乗り継いでいかなければならない地域もあります。まず第一にですね、新たな路線

の新設も大事なことですけれども、町内の方がですね、町内を自由に動ける、そう

いった意味でもですね、そういう環境をつくるのがまず大事じゃなかろうかと思い

ます。

そういった意味で、もう自分は乗合タクシーというのには大いに賛同できる部分

があると申し上げたんですけれども、その３番目のですね、庄山南関線を廃止した

場合ですね、これは廃止するかどうかこれからということだと思いますけれども、

もし廃止されるに当たってもですね、今、沿線上の方たちは十分利便性を持ってお

られると思います。そういう方たちもその利便性が落ちることなくですね、さらに

向上するような形で進めていってもらいたいと思います。

その場合ですね、例えば庄山南関線を廃止するほうに自分は前向きなんですけれ

ども、廃止した場合ですね、大牟田駅から南関までの乗り入れを、例えば庄山まで

来ればいいんですけども、手前で止まった場合とかそういう場合も考えられますけ

ど、そういった場合、定住自立圏構想の枠の中でですね、南関町から最寄りの場所

までは乗合タクシーを乗り入れ可能とかですね、そういったところも一緒に検討に

入れていってもらいたいと思いますけれども、この点に関してはどうでしょうか。

○議長（酒見 喬君） 総務課長。

○総務課長（堀 賢司君） 庄山南関線につきましては、西鉄バスとも協議をしており

ます。その中で、荒尾南関線の新設に伴ってどの会社が、西鉄バスが運行するのか

産交バスが運行するのかまだ仮定の話でございますけど、仮に西鉄バスが運行する

ことについて考えれば、庄山線との継続は可能だということでございます。
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現在も庄山で大牟田駅までは乗り換えていらっしゃるし、その時間帯を合わせる

ことはですね、可能であるということで考えております。

○議長（酒見 喬君） ３番議員。

○３番議員（井下忠俊君） 今の質問の延長になっていくことだと思いますけれども、

山鹿、産交のほうですね、便数を減らすというふうに先ほど答弁の中でございまし

たけれども、これに関してもですね、これは南関、和水、山鹿、熊本市、こういう

ところでどれくらいの頻度で話し合いとか会議とか、そういったのは行われている

んでしょうか。

○議長（酒見 喬君） 総務課長。

○総務課長（堀 賢司君） 産交バスについては、山鹿線の見直しをするようにという

ことで私のほうから直接話をしております。それから南関町、和水町、山鹿市との

協議も和水町役場のほうで行っております。ちなみに、なぜ山鹿線がですね、便数

が多いということで減便をしていきたいということになったかと言いますと、玉名

線、これは平日ですけど、玉名線については７往復しております。山鹿線につきま

してはですね、平山温泉経由と三加和温泉経由がありますけど、それぞれの路線で

ですね、９往復やっていると。平山温泉で９往復、三加和温泉で９往復やっている

と。

そして玉名線と比べて利用者はどうかという部分、見てみますと、玉名線よりも

利用率が悪いということであれば、山鹿線の２路線の９往復を減ずることによって

経費の削減ができないかということを考えたところでございます。

以上です。

○議長（酒見 喬君） ３番議員。

○３番議員（井下忠俊君） これ本当に前も言いましたけれども空気を運んでいるよう

な状況だったらもう廃止、路線を減らしたほうがいいと私も思います。ただ、その

部分でですね、困る方がおられると思いますので、そこをですね、何とかカバーで

きるような形の町内を網羅できるような交通も並行してやっぱり考えていってほし

いと思います。

その中でですね、和水、南関、山鹿、この辺で話をされるときですね、町内はい

いけれども町外との接続部分がないとか、逆に南関町に入って来られる方の足がな

いとか、そういう場合も懸念されますので、そういった会合の中でお互いの町、市

町のつながりの部分をですね、これはぜひ検討に入れていってもらわないと非常に

困る部分がまた出てくると思うんですけれども、この辺も一緒に検討をお願いでき

ますか。

○議長（酒見 喬君） 総務課長。
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○総務課長（堀 賢司君） 町長の答弁の中にもありましたとおり、南関町の路線バス

については、南関から玉名市、南関から山鹿市、南関から大牟田市というふうな隣

接市との連結している路線バスであるために、簡単にはですね、廃止できない、住

民の利便性を考えてですね、簡単には廃止できないものと考えております。

基本的に乗合タクシー制度を創設するという町の方針でございますので、ただ、

路線バスの負担、現在３,７００万負担している。中には議員おっしゃったとおり

全然乗客乗っていない便もあるということでございますので、よければ路線バスの

経費を縮減していきたいということをやっぱり基本に考えております。

そして、その経費を縮減して、どれだけ縮減するかわかりませんけど、その分を

乗合タクシーの経費に当てていきたいというふうに考えているところです。

○議長（酒見 喬君） ３番議員。

○３番議員（井下忠俊君） 今、問題となっているところはもちろん経費の部分もかな

り大きな部分があると思います。それは経費は経費としてですね、削減していきな

がら、でもやはりもう一つ別の意味で住民の方の利便性の向上っていうのにもやっ

ぱり大事に検討していってもらいたいと思います。

公共交通に関してはですね、もう既に本当に見直す時期に来ていると思います。

このままいってもですね、補助金、委託金の上昇はもう間違いないところでありま

すし、例えば委託化において支払っておられる金額、今年多分１,０００万前後だ

ったと思うんですけれども、これを同額で乗合タクシーに使われたとしてもその利

用料金の分は補助金が減っていきます、負担金がですね。それで利便性は向上して

いく。こういった両方一石二鳥とはちょっと簡単には言えませんけれども、そうい

ったことがありますので、町長が言われる乗合タクシーという形で１日も早くです

ね、進めていかれることを要望いたします。

また戻りますけども、選挙に関してもですね、町長も私たちもですけれども、住

民の方の大事な１票の積み重ねでここにこうしていることができます。その住民の

方の思いがですね、１票にのせられてくるそれを受ける立場としてですね、その１

票を出しやすい、そういった環境をつくっていくのもまた、私たちの務めだと思っ

ております。

いろいろハード面、ソフト面、無理なところもあると思いますけれども、今後そ

ういったところもぜひ、検討して前向きに取り組んでいっていただきたいと思いま

す。

これで一般質問を終わります。

○議長（酒見 喬君） 以上で、３番議員の一般質問は終了いたしました。

続いて、１０番議員の質問を許します。１０番議員。
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○１０番議員（本田眞二君） こんにちは。１０番議員の本田です。久しぶりで緊張

しております。

平成２３年度より本格実施になったまちづくり事業でありますが、来年度末で節

目となる５年間が経ちます。当然、総括と見直しがされるものと思われますが、次

の５年間への課題や目標、また少子高齢化の大きな流れの中で少なくなっていく生

産労働人口がどのようにして将来を支えて持続させていくのか。このような背景の

もとで本日の一般質問における議論が将来の町の役に立つことを願っております。

それでは通告の一般質問に入ります。

１、国民健康保険特別会計について。その１、平成２４年度末決算までの１０年

間でも、ちなみに調べましたところによりますと、毎年１４、５、６年頃から１億

８,２００万ぐらいから１億８,５００万台まで少しずつの上昇を見せておりました。

改めましてその１、平成２４年度末決算までの１０年間でも若干増えながら、ほぼ

一定で推移してきた国保特会基金の平成２５年度末決算見込額及び平成２６年度末

決算見込額は幾らか。その２、急激な基金取り崩しの原因は何か。３、今後の対応

をどうするのか。

それから大きな２番目といたしまして、小学校１年生からの英語教育とＡＬＴ導

入の必要性と提案について。その１、本年度小学３年から英語教育が始まったが、

総合学習の時間帯を利用して、町独自に１年生より英語教育に取り組むことや、上

学年に１名、低学年に１名、これは小学校の４、５、６と１、２、３を指しており

ます。ＡＬＴを導入する提案に対して、教育の観点から、またまちづくりの観点か

ら所見を問う。

大きな３、古小代の里公園の陶器梅祭りメイン会場用地の通年利用について。１、

子育て支援や観光の目的でアスレチック施設のような遊具の設置はできないのか。

その２、毎年の陶器梅祭りに、レンタルの舞台を設置しているが、常設にして音楽

祭や郷土芸能大会などイベントを開催しやすくしてはどうか。３、農業振興のため、

イベント時を含め、定期的に軽トラック市などを企画してはどうか。以上の質問を

いたします。

あとの質問につきましては、自席より随時行いたいと思います。よろしくお願い

いたします。

○議長（酒見 喬君） １０番議員の質問に対する答弁を求めます。町長。

○町長（佐藤安彦君） ただ今ご質問のありました１０番本田議員の、まず国民健康

保険会計についてのご質問にお答えいたします。

国民健康保険特別会計につきましては、医療費に要する費用が著しく多額である

ため、平成２３年度から引き続き県より高医療市町村の指定を受けております。国
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民健康保険財政の安定化を図るために医療費適正化対策に取り組んでいるところで

ございますが、平成２５年度において財源不足のため基金繰り入れを行うなど、非

常に厳しい状況にあります。

基金の平成２５年度末決算見込額及び平成２６年度末決算見込額は幾らかのご質

問でございますが、現段階での数値といたしまして、平成２５年度末につきまして

は７,８３１万１,５５５円、２６年度末につきましては１,３３１万１,５５５円を

見込んでいるところでございます。

次に、急激な基金取り崩しの原因は何かとのご質問でございますが、歳入に関し

ましては一つ目に被保険者の減少、二つ目に高齢者が多く加入し、年金受給者が増

加したためであり、三つ目に景気の低迷による非正規雇用者の増加による国保への

加入、そして四つ目に国・県交付金等の減であります。

また、歳出に関しましては、一つ目に医療費の増加、二つ目に介護納付金の増加、

三つ目に後期高齢者支援金の増加であり、以上のような要件が影響しているものと

考えます。

次に、今後の対応をどうするのかとのご質問でございますが、国保財政は今後も

厳しい状況にあると考えているところであり、安定した国保事業の実施のため基本

健診、事後指導及び訪問指導、また健康づくりの推進など健康意識の高揚を図り、

保健予防に努め、医療費の抑制を推進するとともに住民の方のご理解をいただき、

国民健康保険税の増額も含めて検討していくところであります。

次に、古小代の里公園の陶器梅祭りメイン会場の通年利用についてのご質問にお

答えいたします。

古小代の里公園で開催されます陶器梅祭りは、県の伝統工芸品である小代焼発祥

の地である宮尾で平成１３年に第１回が開催され、今年で１４回を数えたところで

ございます。この催しは、近県の陶芸ファンのみならず手作り感のある祭りとして

多くの方々が楽しみにされている催しでございます。年を追うごとに来場者も増え

ており、今後も取り組みに工夫を重ねながら、より賑わいのある祭りにしなければ

ならないと考えているところでございます。

そこで、議員ご質問の子育て支援や観光の目的でアスレチック施設のような遊具

の設置はできないかとのことでございますが、これも議員ご承知のとおり、施設設

置には多大な初期投資費用と維持管理費用が必要となります。また、町には大津山

公園とふれあい広場に子どもの遊具があり、防火林道でアクセスが向上した玉名市

の蛇ヶ谷公園も近隣にございますことから、あえて遊具を設置するまでもないかと

考えているところでございます。

また、②の毎年の陶器梅祭りにレンタルの舞台を設置しているが、常設にして音
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楽祭や郷土芸能大会などイベントを開催しやすくしてはどうかとのご質問でござい

ますが、これについても前の質問と同様に、やはり初期投資、維持管理費が必要と

なります。また、町内ではうから館にも立派なステージがございますし、ホテルセ

キアには大規模なコンサートができるような野外ステージがございますので、そち

らを活用されるのも一つではないかと思います。

やはり厳しい財政状況でございますので、町が新たな管理物件を設けることはな

るべく控えたいと考えているところでございます。

次に、農業振興のため、イベント事業を含め定期的に軽トラック市などを企画し

てはどうかとのご質問でございますが、毎年、陶器梅祭りの開催時には町内の農業

団体からたくさん出展いただいております。ご質問のイベント時を含めて定期的な

軽トラ市開催につきましては、地元宮尾を中心とした農家住民の盛り上がりがどう

しても必要ではないかと思います。現在、音楽愛好家によるコンサート等が開催さ

れておりますので、そのような機会にぜひ古小代の里公園管理組合等しっかりした

組織がございますので、試験的に一度そういった企画をしていただけたらとは思っ

ております。しかしながら、今三つ、議員の質問ございましたけれども、本田議員

の熱い思い、そして地元の皆様の思いもあると思いますので古小代の里公園の将来

の方向性等につきましては、住民のニーズ等も含めて今後検討の必要があるとは思

っております。

ご質問の２点目の小学校１年生から英語教育とＡＬＴ導入の必要性と提案につい

てのご質問につきましては、教育長が答弁いたします。

詳細につきましては担当課長が答弁し、この後の質問は自席からお答えさせてい

ただきます。

○議長（酒見 喬君） 教育長。大きな２番ですが、前にどうぞ。

○教育長（大里耕守君） １０番本田議員のお尋ねの２番目、小学校１年生からの英語

教育とＡＬＴ導入の必要性っていうことでお尋ねです。お答えしたいと思います。

平成２０年度から改定された学習指導要領ではですね、５、６年生を対象に外国

語活動という領域が位置づけられたわけです。外国語を英語を取り扱うことが原則

とするとされています。ですから英語教育というお尋ねですが、外国語活動という

のが正式な名称です。外国語ではありますけれども、その中で英語を取り扱うこと

が原則だという位置づけもされております。

この原則と併せてですね、昨年度２０２０年東京オリンピック開催が決定しまし

たので、政府も一気に教育のグローバル化を加速させ、英語を通じて言語や文化に

ついて体験的に理解を深め、積極的にコミュニケーションを図ろうとする態度の育

成ということを目標に英語学習を奨励しているわけです。
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現在、町内の小学校ではですね、学習指導要領の規定に沿って５、６年生が外国

語活動を英語学習として時間割に週１時間ずつ設定しております。指導につきまし

ては、担任とＡＬＴの現在はアリス先生ですが、またはですね、町から各小学校に

１名ずつ委託させてもらってます英語指導支援員、両者じゃなくて担任の先生とＡ

ＬＴか担任の先生と委託の英語指導員という形で授業を実施してもらっているとこ

ろです。

それから３年生からということがありましたけど、３年生、４年生につきまして

は、総合的な学習という時間に現在のところは年間週１回じゃありません。それこ

そ年間数時間ですね、の英語活動ということで行っているところです。それから１、

２年生にも実はもう数年前からＡＬＴの先生が月に１回は小学校を回ってもらって

水曜の午後ですが、学校を割り振って１年生から一緒にですね、英語での会話って

いうか、単語を使ったゲーム的なコミュニケーションということで英語学習を展開

してもらっているところです。１年生については生活科というのがありまして、そ

の中で国際理解教育という分野でですね、そういう取り組みがなされてきています。

それが日本の英語学習というか、外国語活動の内容ですが、お隣の韓国あるいは

中国では英語は教科化されてですね、しかも時間数も週１時間じゃなくて２時間３

時間というような位置づけがあるために、何年か前に言いましたけど例えば南関高

校が韓国に修学旅行にかつて行ったことがあるんですが、韓国の高校生が日本の高

校生を歓迎して英語でぺらぺらと会話してきたけども、南関高校生は全くちんぷん

かんぷんだったというような現実がありまして、やはり英語教育というのはこれか

ら先のグローバル化社会の中ではやはり第２言語だということでですね、とても大

事なわけで条件整備が必要かと思います。

そこで議員が提案されてますＡＬＴを小学校に低学年１名、高学年１名というこ

とで配置はどうかということですが、現在、ＡＬＴはですね、ＪＥＴプログラムと

いうことで文科省から派遣されるわけですが、文科省を通じて外務省からですね。

１名雇用するのに１年間で６００万経費が要っております。低学年、高学年と１人

ずつさらにプラスしますと、あと１,２００万が必要になってくるというわけです

ね。ということで、しかも現在のカリキュラムでは週１回しか時間割に位置づけら

れておりませんから、四つの小学校で５、６年４時間しか授業ができない上に、そ

れだけの１人６００万という経費はちょっと厳しいんじゃないかということでもあ

りますし、それから１年から４年は学校裁量ということで週５時間か６時間の限ら

れた、２カ月に１回ぐらいですかね、という時間でやるには現在のところ厳しい状

況にあります。

ただ、管内でただ１校だけ荒尾市中央小学校は特化された英語、これに取り組む
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学校として文科省の指定を受けて、今試験的に研究をしているわけです。それも紹

介をしておきますけど。

議員の最後のほうにまちづくりの観点からというのもありました。ちょうどです

ね、今月町内にアメリカ人がですね、まちなか留学ということで英語教室を開設さ

れる運びとなりましたけどご承知でしょうかね。ビッグオークさんの隣の空き家、

薬局との間ですが、ここが今、準備中のようですけど、ここに４人のアメリカ人が

町内出身のミネソタに出張されておりますＦ先生の導きでやって来てもらってます。

今後、長期滞在ということで町民、そして子ども向けの英語塾を、あるいは英語教

室をですね、設けるというようなことで、大人は１年間勉強すればグアム旅行を体

験してもらうというような企画もあるようですが、そういうことで直接、生の英語

学習ができる施設が町内に運よく開設されようとしています。こういったことも今

後、大いに町内の子どもや町民の英語教育に反映されているところは期待したいと

いうふうに思っています。

以上、お答えして、この後の質問は自席にてさせていただきます。

○議長（酒見 喬君） 大きな１番、３番についての答弁はございませんか。福祉課

長。

○福祉課長（坂井智德君） １０番本田議員様の国民健康保険特別会計についての①

の平成２４年度末の１０年間の基金の推移、それから２５年度末の決算見込み、２

６年度決算見込み額ということで、一応町長のほうから金額を申し上げましたけれ

ども、その中の内容につきまして、まず２４年度末が基金額１億８,５２４万４,９

７９円でございました。それに２５年度におきましては運用基金の利子ということ

で８万８,０７３円をプラスいたしまして２５年度基金となったところですけれど

も、その中で２５年度財源不足ということで補正で９月に７,０００万円、それか

ら補正２号で１２月ですけども５,０００万円を基金繰り入れということで予算計

上しておりました。最終的には予算不足額ということで２５年度に１億７２１万１,

４９７円を基金繰り入れをいたしまして、２５年度末が町長が申し上げました７,

８３１万１,５５５円となったところでございます。

また、２６年度におきましては、この７,８００万余りのうちから当初予算とい

うことで６,５００万円を計上させていただいております。その結果、今現在の見

込み額ということで町長が申し上げました１,３３１万１,５５５円ということで金

額をお示しをしたところでございます。

また②の急激な基金取り崩しの原因は何かということで、町長のほうから被保険

者の減少、それから高齢者の加入増、また医療費の増加、介護それから後期高齢者

支援金の増加ということで項目的に申し上げられましたけども、一応その中の２４
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年度、２５年度の具体的な数字になりますけれども、まず１番目の被保険者の減少

でございます。

２４年度におきまして世帯数が１,７７７世帯、被保険者として３,１２９名、こ

れにつきましては２３年度からの世帯数はマイナス１３世帯、被保険者につきまし

てはマイナスの５９人です。２５年度におきましては世帯数が１,７４４世帯、世

帯数で前年度から３３世帯の減、それから被保険者数ですけれども３,０２２人と

いうことで前年度から１０７名の方が減となっているところでございます。

また、高齢者が多くなったということでございますけれども、これは２３年度、

２４年度、２５年度、人数的には６０歳から７４歳までの被保険者の方ですけれど

も、この方の比率ですけれども全被保険者数に対しまして５０％、５１％、５２％

と年々６０歳以上の方の占める割合が高くなっているところでございます。

また、３番目の医療費の増加ということで町長答弁のほうにもありましたけれど

も、２４年度の保険の医療の給付費ですけれども、９億８,５１９万３,０００円、

前年度に対して０.３％、それから２５年度におきましては１０億５,６４５万１,

０００円ということで前年度に対しまして７.２％の増です。金額にしますと７,１

００万ほどの医療費の伸びとなっているところでございます。

それから４番目といたしまして、介護納付金でございますけれども、介護納付金

につきましては２４年度が７,２２６万６,０００円、２５年度７,３０７万８,００

０円と前年度に対しまして１.１％の増ということでいずれも金額的には伸びてい

るところでございます。

一応、福祉課からは以上でございます。

○議長（酒見 喬君） 古小代の里についてはありませんね。

では質問に移ります。１０番議員。

○１０番議員（本田眞二君） 丁寧にご説明いただきましてありがとうございました。

まずお聞きします。１番国民健康保険特別会計において、今議会の上程案で専決

処分による上限引き上げが行われます。このことで持続可能な改定になっているで

しょうか。これは福祉課長でしょうね。

○議長（酒見 喬君） 福祉課長。

○福祉課長（坂井智德君） 運営としては非常に厳しい状況にあるというふうに認識

をいたしております。

○議長（酒見 喬君） １０番議員。

○１０番議員（本田眞二君） 今回国のほうからの要請での専決であったろうと思い

ます。そのため、今の南関町の国保の基金を繰り入れないような財政の状況を反映

しての改定ではなかったろうと思います。それで、今後のこの足らん部分をどうし
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ていくかっていうことが課題になってくるわけですが、まず国民健康保険に加入さ

れとる方は大体町民の何割ぐらいが加入されとられるでしょうか、福祉課長。

○議長（酒見 喬君） 福祉課長。

○福祉課長（坂井智德君） 割合的には約３割の方が国保加入者ということでござい

ます。

○議長（酒見 喬君） １０番議員。

○１０番議員（本田眞二君） ３割といえば大きかろうと思います。併せて先ほど町

長の答弁にも後期高齢者医療への支援金が増大しとるという発言がございましたが、

併せて考えると相当の割合の方が関係しとらるっと見たほうがいいんではなかろう

かと思います。

そこで２番に行きます。急激な基金取り崩しの原因ですが、これだけ急激な変化

にいつ頃から気づき始められましたか、福祉課長。

○議長（酒見 喬君） 福祉課長。

○福祉課長（坂井智德君） やはり２２年度後半、２３年度からの医療費の伸び、それ

から低所得者等の歳入の減ということで認識をしておりました。

○議長（酒見 喬君） １０番議員。

○１０番議員（本田眞二君） 相当早くから将来、それも近い将来に基金が枯渇する

ということに対して認識を持っておられたようでありますが、その状況について対

応を協議されたことがあるかということを、新町長はまだ町長でありませんでした

ので、副町長にお伺いしたいと思います。

○議長（酒見 喬君） 副町長。

○副町長（本山一男君） 先ほど医療費がどうなったかと、高騰したかということで、

単純に数字は出せませんけどですね、１人当たりの医療費がこの数字の上で見ただ

けで申し上げますと、平成２１年度は２９万５,８７８円ぐらいだと思います。２

５年度で見ますと３０万９,０００円と、１８％近く上がってますですね。先ほど

福祉課長が申しましたようにですね、平成２３年度ぐらいが単純に計算した上でも

３０万代に載ってます。そういう時期にですね、やはり早く見直して税率等をです

ね、医療費の伸びに見合う税率に改正すべきだということは、もう私自身もそのよ

うにしておりましたし、担当課のほうにもそれは検討すべきだというようなことは

申し上げておりました。

○議長（酒見 喬君） １０番議員。

○１０番議員（本田眞二君） このままでは次年度の国保特会の予算要求等年末から

されると思いますが、次年度の予算についてですね。このままでは次年度の国保特

会の予算は組めないのではないですか、どうですか福祉課長。
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○議長（酒見 喬君） 質問の途中ですが、１０分間休憩します。

－－－－－－－○－－－－－－－

休憩 午後２時００分

再開 午後２時１０分

－－－－－－－○－－－－－－－

○議長（酒見 喬君） 休憩前に引き続き会議を開きます。

答弁の番でしたので、これをお願いします。福祉課長。

○福祉課長（坂井智德君） ２７年度予算は組めるのかというようなご質問でございま

すけれども、福祉課のほうではまず医療費の給付ということで歳出の見込みを一応

積み上げをいたします。これに伴いまして今年度の歳入のほうを財源を考えますと、

２７年度予算については非常に厳しいということでお答えをさせていただきたいと

思います。

また、収入、財源確保につきましては、住民課のほうにまた協議をお願いするよ

うな方向になるかと思っております。

○議長（酒見 喬君） １０番議員。

○１０番議員（本田眞二君） 答弁ありがとうございます。２５年度で７,８３０万、

そうすると２６年度末で１,３３０万とこの統計の基金の状況を考えれば、２７年

度を組まれる場合に当然、一般会計から借金して組まなければ、この国保単独での

収入でこの会計を運営することは不可能であろうと思われます。

そこで上限引き上げが緊急を要するのではないかという１点だけを福祉課長にお

聞きします。上限引き上げについては、いやよかです。上限引き上げが緊急を要す

るのではないかと思います。それで必ず引き上げなければならない状況にあると思

います。

そこで、今後の対応についてどうするかを町長にちょっとお聞きしたいんですが、

今後さらなる改定、上限引き上げが必要と思われますが、本年４月、そして来年の

１０月予定と２段階での消費税引き上げと同時期でもあり、また多くの町民が関係

することから、町民との合意形成と周知徹底が重要ではないかと思われますが、そ

の点につきましてはどうでしょうか。

○議長（酒見 喬君） 町長。

○町長（佐藤安彦君） 国保税の税率等そういった問題につきましては、これまで福祉

課長の説明もありましたとおり、一つだけの要素でそういった全体の運営が厳しく

なってるということじゃありません。給付額も確かに高くなっていますけど、介護

納付金あるいは後期高齢者支援金等の支出も多くなっております。そういったこと

も全体的に含めて、やはり国保財政計画っていいますか、町の財政計画も当然そう
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ですけれども、国保は国保だけに絞ってそういった将来にわたって国保運営ができ

るような計画を今ですね、つくりなおして、そしてやはりそれを住民の方にも理解

いただくような説明も必要になると思いますので、そういった時期が来ればですね、

住民の方に説明会、懇談会あたりも必要だと思います。

○議長（酒見 喬君） １０番議員。

○１０番議員（本田眞二君） 先ほど対応を協議したことについて、２２年、２３年

頃から一応把握はしとったというふうなご答弁をいただきましたが、若干やっぱり

遅れたのではないかと私なりには判断しております。それは余りにもやっぱり、今

町長が答弁されたとおり、あらゆる要素が急激な変化であったことが理由に考えら

れますが、もう一つ大きな要因としてですね、上限改定や税の徴収割合などの所管

である部局、いわゆる住民課ですが、と運営の執行に当たっての部局、福祉課であ

りますが、それぞれの役割が違っているため起こったのではないかと私なりの推測

です。

そこで、今後への課題として今回介護保険の要支援１、２も各自治体の裁量任せ

というような国の方針が出ておりますことから、包括を中心とした福祉課と処分場

関連などの環境や一般対応を中心とした住民課、さらにいわゆる今度はマイナンバ

ー制度が入るわけですが、管理が割としやすくなると思いますが、その保険及び税

務を中心とした課へ二つの課を三つに再編するべきではないかと思われます。もち

ろん当町におきましては１７年度からしっかり行革に取り組んで、課の減少も行っ

てきたわけですが、その流れに逆行をしておりますが、時代に即したタイムリーな

対応のため、課を増やす案についてはいかがお考えでしょうか。

○議長（酒見 喬君） 町長。

○町長（佐藤安彦君） 議員ご質問のとおり、今現在は住民課、福祉課の業務がですね、

以前と比べればかなり業務量多大になっております。

その中で今のそれぞれの業務の連携が取れていない部分があるということで、今、

指摘ありましたけれども、確かにそういった分もないとは言えないと思います。今

後やっぱりどういった形での組織が住民のために一番なるかということはもちろん

検討すべきでありまして、ただ、行革とそういった住民のニーズに合ったそういっ

た組織の運営、そういったものも両方をですね、やっぱり協議しながら今後どうい

った運営をしていくかっていうことで検討はしていくべきだと思います。

○議長（酒見 喬君） １０番議員。

○１０番議員（本田眞二君） 今、消費税も先ほど発言しましたとおり上がっとる段

階です。大きく世の中が変わる時代だろうと思います。そのときにある程度南関町

は１万ちょっとの自治体でありますが、よかところと言えばやっぱり小回りがきく
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ところだと思いますので、それぞれの今回の国保税の足らんごつなるごたる状況あ

たりにも即対応できるように、やっぱり即した対応をできるような課の運営、行政

運営が結局町民のサービスにつながっていくものと思われます。

先ほど町長がいろいろ業務内容も増えとると申されましたが、多分今回の件で考

えるならば、量の多さよりか役割の混じり合い方がちょっと複雑すぎて遅れたので

はないかと思われますので、それぞれで意思決定して執行できるような形に住み分

けされることで、それぞれの課が仕事をしやすくなるのではないかと思われますが、

その点につきましてはどうでしょうか。

○議長（酒見 喬君） 町長。

○町長（佐藤安彦君） 議員ご質問のとおり、やはりそれぞれの役割っていうか持ち場、

持ち場の中でそこで全てが完結できるような業務が一番理想ではあると思います。

ただ、役場全体の中、その住民課の役割、福祉課の役割ということを考えたときに、

そこがどこまで組織として果たすべきかということを考えたときに、やはり一番行

革も含めて有効であったのが今の組織であると思いますので、ただ、それが今から

先、どういった形で住民のニーズに一番合うかということはまた、これから検討す

べきことであって、そこは議員が質問されたとおり検討をしていくべきではないか

と思います。

○議長（酒見 喬君） １０番議員。

○１０番議員（本田眞二君） やっぱり時代に即したタイムリーな対応を行うために

も、ぜひ先ほど一番最初登壇して申し上げたとおり、来年度末でまちづくり事業の

５年間で１回の締めくくりの時期が来るわけですので、それまでに様々なことが、

その後に対してスムーズに行くような体制をとってほしいと思いますので、検討し

ていただきたいと希望します。

それからですね、もう一つ今後への課題としてですね、さらに消費税引き上げや

物価の高騰が続くと予測されますが、国保加入者における実質所得はマイナスが続

く環境です。まちづくり事業の定住化策で人口増を図るためにも、国保税算定では

支払い能力である応能割で所得割を基本に比率を上げるべきと思います。そうでな

ければ、持ち家などの財産を取得することの妨げになり、せっかくのまちづくり事

業の阻害要因になると考えますが、いかがでしょうか。

○議長（酒見 喬君） 副町長。

○副町長（本山一男君） お答えいたします。国保税はですね３方式と４方式がござい

ます。３方式は応能割は資産割、それから４方式は所得割と資産割、３方式は所得

割ですね。そいけん４方式は所得割と資産割。その資産割がですね、実は最初は固

定資産の５１.５％ぐらいだったと思います。しかし、その後やはり今、議員おっ
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しゃいますように、資産割ではなかなか収入も生まれない。今、一番多いのは家屋

だと思います、評価額の高いのは。ですから平成の２３年ぐらいですね、資産割の

率を落としました。しかしその後ですね、３年間したらまた見直して落とすと。そ

の分をそれだけの所得のある人に課税をするというようなやり方です。国保税の基

本的には応能割と応益割、いわゆる応能割は所得のある人はそれぞれの負担をして

いただくと。応益割は資産があってもなくてもその利益を受ける人に負担をしてい

ただくと。それは５０、５０です、比率は。その中からそれだけの税を確保すると

いうことですので、今おっしゃいますように県内の市はほとんどが３方式です。町

村も今、３方式に移りつつあります。

急激にそれをやりますと、応能、応益の割は変わりませんので、所得割にぼんと

跳ね上がっていきますので、激変緩和じゃございませんけども少しずつ資産割を落

としてそのような方向に持っていくのが今後の課税のあり方ではないかというふう

に思っております。

○議長（酒見 喬君） １０番議員。

○１０番議員（本田眞二君） ただいま、国保に加入しておられる方はいわゆる国保の

資産割も含めて、いわば固定資産税を１.５割増しで払っておられる状況だろうと

思います。確かに資産を持っている、持ち家を持っている、持ち家ばっかりと限り

ませんが、資産につきましては、仮に持ち家もその一つと思ったときに当然、家賃

は発生しません。資産を持っておられない方は家賃が発生しますから資産割をゼロ

にしてほしいとは申しませんが、あくまで試算は所得を生むわけではございません。

所得を生んだ分は当然、所得に反映されるわけですから、やはり所得の割合をもう

少しやっぱり割合として引き上げていってほしいと思います。

これは課題として、ぜひしっかりまちづくりを掲げられる佐藤町長にはしっかり

した課題として受け取ってほしいと思います。

それでは２番目の小学校１年生からの英語教育とＡＬＴ導入の必要性と提案につ

いて。カリキュラムに総合学習の時間を使ってもやっぱり余裕はなかっですかね。

○議長（酒見 喬君） 教育長。

○教育長（大里耕守君） 学校で総合的な学習の時間の配分といいますか、いろんな領

域があるわけですが、環境学習の分野だとか人権の分野だとかですね、それから地

域体験あるいは郷土学習と、そういった領域を網羅しながらその学校または学年に

ふさわしい１年間のメニューを組んでいきます。学力向上が騒がれるようになって

からその総合的な学習の時間が減らされました、文科省自身がですね。今はかつて

１０５時間でしたけども今は７０時間、週２時間です。その中で５、６年生はそれ

にプラス英語が入ってきましたからですね。なかなか英語と言わずに外国語活動で
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した、が入ってきましたから、そういう時間配分の中でやってもらってますので総

合的な学習は特色のある活動を年間を通じて組むことというふうになってますので、

さっき特化の荒尾の例を言いましたけど、特化としてやればその時間をそのように

して取り組むんだという方針を出せばいいわけですね。これは特化をするところに

つきましては、学習指導要領の別表で示された時間数を崩してよいというルールが

あります、指定校についてはですね。ですからそういう特化についてはできるわけ

ですけども、一般的にそういう指定を受けない学校については、総合的な学習の時

間にはそういったいろんな領域を網羅して豊かな心も育成せないかんもんですから、

いろんなことに勉強できるような体制づくりが必要だということです。

以上です。

○議長（酒見 喬君） １０番議員。

○１０番議員（本田眞二君） なかなかカリキュラムがきちきちのような感じで受けま

したが、企業の海外進出やＩＴ技術の進歩により、世界がそして社会のグローバル

化が加速しています。そこで通用する公用語は英語が基本と考えます。

そのような現代社会で子どもたちに英語教育を受けさせていくには、特に本年度

から３年生からとなっておりますが、特に語学は低学年よりの連続性と生の発音を

聞かせることが重要と考えますが、この点につきましては教育長、いかがでしょう

か。

○議長（酒見 喬君） 教育長。

○教育長（大里耕守君） おっしゃられるとおりでありましてですね、大学の入試制度

も実は今までのペーパーテスト方式でなくて、通用する英語、こちらを優先したヒ

アリングスピーチ方式を重視する大学入試に今後変わっていくという方向性が、つ

い先だって出されているところでありますように、早ければ早いほど英語に慣れ親

しむということはいいわけですので、ですから文科省では、教育課程では３年以上

となっている外国語活動を、南関町の場合はＡＬＴは中学校中心に入ってもらうけ

ども小学校にもっていうことでですね。もう配置何年になるですか。１３年なるそ

うですけども、既に小学１年生の子どもはもう二十歳ぐらいになっていると思いま

す。二十歳を超えてますね。そういったうちからヒアリングについては、あるいは

簡単な挨拶会話ぐらいはできる力を低学年のうちから聞き慣れはしていると。しか

し、それを会話できるという力にまではなかなか高まっていないのが現状ではない

かと思います。それは周りの環境自体がですね、大人が日本語でしかしゃべらんな

らなかなか英語で挨拶をするっていうのは難しいっていうことです。

以上です。

○議長（酒見 喬君） １０番議員。
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○１０番議員（本田眞二君） 町長に聞いてほしいわけでございますが、熊本県行政

の都合により、間もなく南関高校が閉校になります。教育施設がなくなり、町民の

皆さんの気持ちは落ち込むと思われます。少しでも和らげるため町が子どもたちの

教育に力を入れることは、町民に活力を取り戻させるような気がします。

また、まちづくりの観点から考えますと、処分場設置により熊本県の振興策とし

て、南関町は県北の環境学習拠点になり、注目を集められるようになると処分場視

察の折、説明を受けました。さらに英語教育を充実することで南関町の大きなＰＲ

になり、町外からの人口獲得に大きく貢献すると思われますがいかがでしょうか。

○議長（酒見 喬君） 町長。

○町長（佐藤安彦君） 議員のご質問の中にまちづくりの観点からっていう、先ほどご

質問もありました。教育長のほうからの答弁の中でやっぱり学校教育を通じてのそ

ういった答弁ということになりますけども、一つ先ほど教育長の答弁の中でもあり

ましたこの資料見られたことないと思いますけども、ナイスアカデミーさん。きょ

うちょっと傍聴にもおいでになってますけども、一緒にやられておられるんですけ

どね。私はですね、行政がお呼びするＡＬＴ、年間６００万必要だということで先

ほど教育長の説明ありましたけれども、今ですね、４名の方がアメリカから来てい

ただいております。先日私もお会いしましたけども、非常に明るい方ばかりで今度

いろんなですね、メニューがあるんですよ。これは幼児からお年寄り、英語を使っ

た英会話だけじゃなくてカラオケとか旅行に行くためのいろんな英会話とか、そう

いったことも含めてそういった教室が行われます。私はこれは、行政が直接やらな

くても非常に町のチャンスだと思ってます。

ＡＬＴが１人で不足するならば、そういったアメリカから来られた４名の方、長

期滞在をされるということでお聞きしました。やはりですね、そういった方との連

携、今後町がどこまで入り込むかっていうことはありますけれども、そういったこ

とも町の一つのチャンスとして捉えながら、そういった英語教育にも役立てていけ

ればいろんなところで、先ほど議員が言われました北の環境の拠点、そういった中

で子どもたちが英会話もできるつながりのようなですね、そういったものになれば

と思っておりますので、いろんなところで可能性を探っていきたいと思います。

○議長（酒見 喬君） １０番議員。

○１０番議員（本田眞二君） 私自身が今、町長が申された今度ビッグオークの横に

来られる方々のことについて全く把握しておりません。知りません。しかしながら、

その方たちと連携を取りながらもある程度、南関町は四つの小学校があってかなり

広いです。一小校区の方々にとっては割と近いかもしれませんが、四小、三小、二

小の校区の方々にとってはやっぱり距離のハンディがあると思いますので、ぜひ、
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その距離のハンディをなくしていただくために、町として委託事業として出て行っ

て講座を開いてもらうとか、そういったことでできるだけ小さい頃から英語に触れ

させるっていうような思いというのはどうでしょうか。そのことにつきましては、

同じような質問になりますが。

○議長（酒見 喬君） 教育長。

○教育長（大里耕守君） さっきのＦ先生というのがそのチーフなんですが、今後そう

いう議会の中でも要望があったっていうことを伝えながらですね、検討ができれば

そういうふうな対応もまたお考えいただくように向けていきたいなというふうに考

えます。

○議長（酒見 喬君） １０番議員。

○１０番議員（本田眞二君） 一般的な塾みたいな感じで通える子と通えない子のそこ

で差ができないように、もしも町として均等に支援してそのことが各学校の子ども

たちに大きく貢献できるのであれば、ぜひしっかり取り組んでいってほしいと思い

ます。

それから３番は否定的なことばっかりであんまり、しかし３番にいきます。

まず、メイン会場につきまして、あそこは借地の部分がかなり多かろうと思いま

すが、その点で借地人との契約条項上何か遊具を打ったりすることに対して差し障

りはありますか。

○議長（酒見 喬君） まちづくり推進課長。

○まちづくり推進課長（大木義隆君） やはり祭りに限らず、通年で借地を行っており

ますが、固定的なものを置くということについてはやはりその地主さんとの協議が

必要かというふうには思っています。

○議長（酒見 喬君） １０番議員。

○１０番議員（本田眞二君） 私も宮尾地区に在住しとるわけですが、小さいお子さん

連れの方々は、ふれあい広場等に行かれる方もありますが、大牟田市の諏訪公園あ

たりに行かれる方も結構多いです。それでやはりちょっとした遊具があそこの広場

にあればなあと言われる親御さん、結構おられます。それに対して梅祭りがあると

き以外はロープを引いて入られんような状態になっております。

そこで子育て支援の観点からも、ちょっとした遊具を置かれるようなお考えは少

しはありませんか。

○議長（酒見 喬君） まちづくり推進課長。

○まちづくり推進課長（大木義隆君） 先ほど町長答弁にもございましたように、やは

り遊具を置くとなりますと初期投資費用、それから年間の維持管理費と、それと安

全性の確保というふうなことまで絡んでまいります。町は定住自立圏構想等で近隣



－118－

の中心地は大牟田ですけども、近隣の市町と連携を図るというふうなところで政策

も進めておるところでございます。

全くないかというふうなご質問ですけれども、やはり財政的な面もございますの

で、検討はできると思いますけれどもなかなかそこまで、先ほどの町長答弁のよう

にはっきりとここでは申せませんけれども、設置はちょっと困難かなと私のほうは

考えているところです。

以上です。

○議長（酒見 喬君） １０番議員。

○１０番議員（本田眞二君） 力がなくなってきましたが。

付近に点在する窯元、陶器の窯元さんですね、や果林の里さんって子どもたちが

よく行ったりするところがありますが、そこを結ぶような散歩コースがですね、つ

くろうと思えばもう道はあります。標識だけ上げていただければですね。それでま

た防火林道もおととしやったですか、開通しました。それである程度予算はほんの

少しでいいと思いますが、ある程度のちょっとした飾り付けで、玉名市に蛇ヶ谷が

あってもそんなに大きい施設ではありません。それから荒尾や大牟田市、またグリ

ーンランドに行く観光客の方々も、今ウルトラマンランドやったかな、閉園になっ

たところは。閉園になったために、小さいお子さん連れは「この辺に子どもをあや

すような施設はありませんか」とか、私何遍もお聞きしたこともあります。

そういったこともあって、ぜひ陶器を見ながら散歩をされるようになるためにも、

ある程度のちょっとした投資ば少し考えてもらうような考えも全くありませんか。

○議長（酒見 喬君） 町長。

○町長（佐藤安彦君） 地元に対するしっかりとした思いをですね、本田議員申されて

ると思いますけども、今一つ言われた陶器の窯元さんかなりありますよね。そこの

遊歩道、そういった遊歩道を活用したいろんな散歩コースであるとか、ウォーキン

グコースになるようなですね、表示板、案内板等につきましてはですね、十分考え

られると思いますし、そういった遊具を使わなくてもそういった窯元あたりも活用

したレクリエーションができるようなですね、そういったことも一つの方法である

と思いますし、そういった窯元の現在のですね、一生懸命の活動も支援する意味で

もそういった遊歩道とか案内板についてはですね、十分考えられるんじゃないかな

と思います。

○議長（酒見 喬君） １０番議員。

○１０番議員（本田眞二君） どうも子どもの遊具は難しかごたるばってん、少しでも

検討をお願いしたいと思います。

それでは２番にいきます。毎年梅祭り時に今は大型トラックの荷台を舞台として
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設置してあります。私も祭り実行委員会におりましたが、多分その２日間の賃借料

が二十何万ぐらいだったろうと思いますがどうでしょうか。

○議長（酒見 喬君） まちづくり推進課長。

○まちづくり推進課長（大木義隆君） 私も昨年の祭りから携わっておるところでござ

いますけれども、賃借料、これにつきましてはトラックステージを借用しておりま

す。その貸主さんのほうから格安ということでお借りしておりまして、年間に６万

だったかというふうに、年１回に限りですね、６万だったかというふうに記憶をい

たしております。

以上です。

○議長（酒見 喬君） １０番議員。

○１０番議員（本田眞二君） ６万ですか。ちょっと私は桁を勘違いしとったかもしれ

ませんが、以前はあそこにステージを組んどったときが２０万ぐらいかかりよった

つかな。私の勘違いであったかもしれませんが、ただですね、ブロックで四隅を囲

ってステージを作り付けにすればですね、そらもう何十年か使われるわけですから、

６万な安かですね、しかし。しかし、あそこにもしも常設の簡易なブロックで囲ん

だだけぐらいのステージでいいですから、もしも組むことになられるのであれば音

楽祭等は実際今、５月の連休のときとかにされとるけんですね。そこら辺がもう少

し活発になるのではないかと思われますが、常設にするっていう考え方については

どうお考えでしょうか。

○議長（酒見 喬君） まちづくり推進課長。

○まちづくり推進課長（大木義隆君） なかなか議員のご期待に応えるようなお答えが

出せないところでございますが、その前段としまして古小代の里公園につきまして

は、整備推進委員会というのが以前から設けられておるということで調べたところ

でございました。以前、平成１６年ぐらいまでは平成元年につくられました古小代

の里整備基本計画等について検討されているということを記録を見させてもらって

おります。その後、やめまして１８年ぐらいからは古小代の整備推進についてから

陶器梅祭りの取り組みについてというふうな形に姿がだんだん変わってきたという

ことを見つけております。今ある、整備されております登り窯の窯と二つございま

すが、そのあたりを生かしながら陶器梅祭りを充実させるということになってきた

ものじゃないかというふうに考えております。

常設ということでお話がございましたけれども、やはりこのような古小代の里整

備推進委員会というのは、まだ今のところ組織的には残っているかというふうに思

いますので、そのあたりでもう一度整理をする必要があるかなというふうには考え

るところであります。



－120－

○議長（酒見 喬君） １０番議員。すみません、町長。

○町長（佐藤安彦君） 本田議員の質問にありましたけれども、常設のステージってい

うことでですね、お考えのようですけれども、私は今年も去年も古小代の里の音楽

祭行きました。その中に参加してみてですね、皆さんがどういう思いでコンサート

されてるかっていうことを考えたときですね、やはり皆さん今休憩所でされてます

けど、自由な空間で、自分たちがつくりやすい、ステージ等にこだわることなくい

ろんな空間を使って音楽をやりたいと、そういった気持ちの中でやられてるんじゃ

ないかなと思っております。私もそこに参加して、非常にすばらしい空間の中に自

分もいられていいなということで感じたわけでありまして、そういったステージに

こだわることなくそういったことでコンサートができるっていうことでですね、皆

さんもそういう気持ちでおられるっていうことであれば、やっぱり空間をうまく利

用するっていうことで十分ではないかなというふうに思います。

○議長（酒見 喬君） １０番議員。

○１０番議員（本田眞二君） 町長の発言でちょっと出鼻をくじかれましたが、先ほど

まちづくり推進課長のほうから整備推進委員会のほうで協議したいという申し出が

ございましたが、私はそこの委員になったことはございません。しかしながら、

「どげんでしたか」と何遍か会合の後にお聞きしたことを記憶をたどってみますと、

たたき台めいたものを町から提示されない限り、委員さん方からここをどうしたい

というような発言はもう生まれてこないのではないかと思われますが、どうですか。

○議長（酒見 喬君） まちづくり推進課長。

○まちづくり推進課長（大木義隆君） 確かにおっしゃられるように、今までの会議の

記録等を見ましたところ、町から用意した議題ということで検討されておるようで

ございます。ただそれは１８年以降と。その前の１６年までにつきましては、様々

な要望等が出されておるように、きのうですけれども、見たところでございました。

やはり地元は何をどういうふうに生かしていきたいのかというところをですね、お

話いただける場になればというふうに考えておるところです。

○議長（酒見 喬君） １０番議員。

○１０番議員（本田眞二君） 何かあそこは町の公園で、町が管理しとる、当然管理費

で委託して草切りとかは地元でやっておりますが、委託をいただいてですね。

しかしながら町の公園だろうと思います。そこでやっぱり町の方針のもとでです

ね、ある程度町全体の中であそこをどう位置づけるかとか、今後に対してどうやっ

ていくかとかある程度のたたき台とか方針とかは町のほうで企画して、議会にも提

示してほしいし、考えていくべきではないでしょうか。

○議長（酒見 喬君） 町長。
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○町長（佐藤安彦君） 冒頭の答弁でもお答えしましたけれども、やはり古小代の里公

園の将来をどうあるべきかっていうことで、やはりそれはですね、地元の方の思い、

そして住民のニーズ、そういったものに沿ったような形の公園っていうことでやは

り検討すべきであると思いますので、そういったことについてはですね、将来につ

いての検討は私もしていきたいと思います。

○議長（酒見 喬君） １０番議員。

○１０番議員（本田眞二君） この２番のところに音楽祭とか郷土芸能大会とか、例え

を書いておりますが、ほかにマラソン大会やＢ級グルメ大会、カラオケ大会など

様々にいろいろ思いつくわけですが、あの広さがですね、あの２日間のためだけに

その他の時間はロープを張ってあるという状況です。このことについてはどうお考

えでしょうか。

○議長（酒見 喬君） まちづくり推進課長。

○まちづくり推進課長（大木義隆君） 確かに今、おっしゃられますようにやはり３６

５日のうちの２日間のために空けておくというのはもったいないことはもったいな

いというふうには考えますが、今のところ、その計画等がはっきりと決まっていな

いということがございますので、安全の確保のためにも仕方がないかなというふう

には考えているところです。

○議長（酒見 喬君） １０番議員。

○１０番議員（本田眞二君） ここにおられる多くの方がご存じだろうと思いますが、

あの公園の真下を新幹線のトンネルが通っております。そのことであそこはかぶり

は１００ないぐらいだろうと思いますが、あの地域はほとんどボーリングしても水

が出ません。できれば永久的にあそこを公園化して何とか振興を図っていっていた

だきたいと思います。その点につきましてどうでしょうか。

○議長（酒見 喬君） 町長。

○町長（佐藤安彦君） 先ほどの答弁と重なりますけれども、やはり町としても古小代

の里公園の方向性をしっかりと今後検討していかなければなりませんけども、今本

田議員が言われました地元のですね、思い、そしてニーズであるからっていうこと

は確かにわかります。やっぱりそういったご意見を伺う中でも町全体としての位置

づけ、そういったものもありますのでやはりそこはですね、一つだけの問題じゃな

くて町全体のこと、そして定住自立圏構想とも併せた協議が必要であると思います

し、議員もですね、あそこをぜひそういったコンサート会場とか言われますけれど

も、私はですね、逆に先ほどセキアの話もしましたけれど、非常にすばらしいコン

サート会場、ステージがあります。やはり民間のホテルさん、そういったやっぱり

連携して、そこがいろんな集客に役立つように、そういったところと力を合わせて
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いくのも一つの方法であると思います。

そしてやはり南関町になくてはもうできないようなホテルになっておりますので、

そこで力を合わせてですね、いろんなイベントあたりもできれば、町もわざわざそ

ういった費用をかける必要もないし、いろんな集客に対してもですね、町だけでや

るよりも力を合わせてできるっていうことで大きなイベントになるんじゃないかと

思います。より効果的なそういった催しができるんじゃないかなと思います。

○議長（酒見 喬君） １０番議員。

○１０番議員（本田眞二君） もう時間を超過しておりますので、それではですね、３

番のほうに行きます。

農業振興目的でいろいろなここで、イベント等抱き合わせて農業の振興につなげ

ていけないかという思いでここに提案したわけでございますが、本町の中山間地農

業では耕作地の集約が困難な地域、集約してもそれほど効果が出ない地域が多く点

在します。減反政策廃止とともに米価格が、米の値段ですね、下落し始めたら、少

しの所得補償では農業を離れ、耕作放棄地が多く点在するようになり、田舎の風景

が荒れ果てた原野に変わるかもしれません。特に小規模農家さんたちのため、意欲

を持続してもらうよう売り場の提供と収益率の高い作物を推奨してはいかがですか。

ちなみにですね、労働時間当たりの高単価な作物として、この前テレビであっと

りましたがギンナンとかキウイとか、ミニトマトが非常に少しの時間で大きな収入

が得られる作物として取り上げてありましたが、そういったことをですね、奨励す

ることであくまで小規模農家さんたちですね。それとともに売り場はやっぱりある

程度、この日とこの日とこの日にここで軽トラック市を開きましょうということで、

意欲を何とか持続していっていただけるようになるのではないかと思って、あの場

所でそういった企画ができないかというようなことを考えましたが、いかがでしょ

うか。

○議長（酒見 喬君） 経済課長。

○経済課長（西田裕幸君） 議員おっしゃるとおり、米価もずっと年々下がっておる状

態です。それに代わってといいますか、ほかに所得を上げる作物はないかというこ

とでですね、一つは昨年から耕作放棄地対策も含めたところで万次郎かぼちゃの推

進をしておるところで、今回、佐藤町長のほうでですね、耕作放棄地対策や転作の

自己保全地あたりに薬草栽培はどうだろうかということで、ちょっと調べてみまし

たところ、そこそこの収益は上がるようでございますので、今、薬草栽培しておる

ところに行きましてですね、ちょっと研修をしてみたいなと考えておるところです。

この軽トラ市につきましてはですね、現在、宮尾地区で米・野菜等をつくってお

られる方が多くおられますので、まずはその皆様方で企画をされてみてはどうかな
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と思っております。

何か野菜で品ぞろえがそろわないとか、例えばナス栽培農家がいないからどこか

いないだろうかとか、そういうのがあった場合はですね、当然ナスの栽培農家に声

かけをしてそこで宮尾での出店と、そこら辺を協力のお願いはしたいと思っており

ます。

○議長（酒見 喬君） １０番議員。

○１０番議員（本田眞二君） もう最後にまとめます。この公園でのですね、集客力

については陶器梅祭り時に実践済みです。やはりですね、人を集めるためにはです

ね、ある程度の規模が大事です。それで今、私がこげん提案しよるけんが地元の農

家さんたちに混じって今、どの執行部の方も言われますが、やはりある程度のイベ

ントとある程度の集客をできるような企画が必要で、そのためのある程度の場所づ

くりも必要と思います。それを地元ができんけんが、年に２日しかされんとよって

いうごたる理論にはつながらないと思います。もう少し将来を見据えて、大きな企

画とちょっとした盛つけでお客さんを呼べるようになると思いますので、ぜひ今後

に向けて検討を願いたいと思います。

以上です。

○議長（酒見 喬君） 以上で、本日予定していました一般質問は全て終了しました。

あす１９日は、午前１０時に本会議場にご参集ください。

本日は、これで散会します。起立。礼。

ご苦労さまでした。

－－－－－－－○－－－－－－－

散会 午後２時５５分


